
情 報

民間設備投資の主役は情報化投資と言われる

ように,各企業での情報･通信関連機器やシステ

ムの導入が一段と進んできた｡高度情報化社会

の進展とともに,SIS(戦略情報システム),CIM(コ

ンピュータによる統合生産)などへの取り組み方の

いかんが企業の成長を左右する時代となってきた

からである｡日立製作所もみずからそうしたシステ

ムの構築を急ぐとともに,数多くのシステム,技術,

製品を開発,提供して各方面のニーズにこたえて

いる｡

コンピュータを中心とするシステムの分野では,

SISの構築を支援する情報システム統合計画技

法"HIPLAN”,銀行のSISに位置づけられる銀

行情報系システムDATAPLAN3,CD-ROMに

よる自動車部品画像検索システムなどを開発し

た｡そして,これらを支えるハードウェアの面では,

日立クリエイティブワークステーションの最上位

機となる2050/32E,2050/32EH,2050G/ET,金

融機関の週休2日制に対応するノンストップ大容

量ATM(現金自動取引装置)などを開発した｡

また,ソフトウェアの面では,マルチベンダネット

ワークの構築を可能にするISO(国際標準化機

構)/OSI(開放形システム間相互接続)準処のプ

ログラム群,三次元設計･製造支援システム

HICAD/W,基幹業務にリレーショナルデータベ

ースの適用を可能にしたⅩDM/RDなどを開発し

た｡いずれもソフトウェア技術の枠を集めたもので

ある｡

OAの分野では,パーソナルコンピュータ｢G32

GXシリーズ+を発売し,32ビット市場に本格的に

参入した｡日本語MS OS/2を搭載し,管理棟能

を高めたものである｡日本語ワードプロセッサ(以

下,ワープロと略す｡)では,最上位機にマウスとマ

ルチウインドウを備えた統合形ワープロのスーパ

ー3000,中位機にバックライト付き大形白票液晶
を搭載したラップトップ形ワープロ"BW-LF500”

を開発したほか,1台のレーザプリンタを共用でき

るネットワークも実現した｡また,12インチCRT搭載

のオールインワン形ワープロにもパーソナル用とし

て注目を集めた｡

そのほか,オフィス用としては,BiCMOSなどの

最新テクノロジーで小形･高性能化を実現したオ

フィスプロセッサHITAC L-700シリーズ,書き換

え可能な光磁気ディスクをサポートした光ディスク

ファイルシステムHITFILEなども開発している｡

通信の分野では,サービス総合ディジタル綱

(ISDN)の全国展開に合わせて公衆通信ISDN

f‾Hディジタル交換機を日本電信電話株式会社

(以下,NTTと言う｡)に納入したほか,日立企業

情報ネットワークPLANETにもISDN対応機能

を組み込み,いっそう高度で柔軟なシステムとした｡

また,東海旅客鉄道株式会社および西日本旅客

鉄道株式会社に新幹線列車無線シアテム用の

機能高度化,高信頼化を図ったディジタル交換

機,基地局,移動局などを納入した｡そのほか,海

外向け局用ディジタル交換機,金融･証券業界

の国際ネットワークの拡充に対応するマルチメデ

ィア多重化装置の開発も行っている｡そして,これら

の通信ネットワークを有効利用する端末装置につ

いても,ファクシミリ,各種ディジタルボタン電話な

ど広い分野の新製品を開発している｡

さらに,伝送･光の分野でも,1989年制定された

CCITT(国際電信電話諮問委員会)勧告に従

った多重変換装置,光加入者繰多重伝送装置

をNTTに納入したほか,100Mビット/秒スリム架

光伝送装置,専用線多重化用小形端局装置を

東京電力株式会社,束京ネットワーク株式会社

に納入した｡また,コヒーレント光伝送用レーザダ

イオードモジュールの開発も行った｡

民生用AV機器の分野では,BS(衛星放送)

受信用チューナー内蔵テレビジョンBXシリーズ,

クリアビジョン対応50形プロジェクションテレビジ

ョン,アモルファスヘッド採用のS-VHS VTRや

S-VHSムービーを製品化した｡いずれも大形,高

画質,高音質のニーズにこたえたものである｡さら

に,家庭用高画質ビデオプリンタも開発した｡業務

用では,ハイビジョンシアター,CADなどへの応用

が期待できる250形高精細背面投写形ディスプ

レイ,高画質･高機能のD2方式ディジタルVTR,

ポータブルS-VHS VTR,ノ.ヾ-ソナルコンピュ

ータ対応ビデオプリンタを開発した｡一方,リビン

グ機器の分野では,冷蔵庫,i先濯機の大形化,

ルームエアコンデイショナーのインテリジェント化,

掃除機の取り扱い性の向上などを行い,生活様式

の変化にこたえた｡また,アメニティライフを実現す

るHAシステムや設備形家電品の製品化も積極

的に推進している｡
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コンピュータ･OA･通信

情報システムのための続合的な計画技法"HIPJAN”

情報システムの導入目的は,個々の作業班善から経営戦

略支援に移行しつつある｡これにこたえて,経営計画とシス

テム計画を一体化した新しい計画技法を開発した｡

情報処理技術はハードウェア技術に始まり,ソフトウ

ェアの時代を経て,今後はヒューマンウェアが重要なフ

ァクターとなってくる｡ヒューマンウェアとは,情報シ

ステム系と人間システム系をいかにベストマッチさせる

かといった命題を扱う技術である｡多くの人々のニーズ

を発掘･整理して,開発すべきシステムの仕様をまとめ

ていくシステム計所技法などは,その代表格であろう｡

これまでの情報システムは,販売,物流,経理といっ

た作業の効率化に主としてrrJいられてきた｡個々の作業

が抱えている問題ノ烹を洗いけ.し,システムによる解決策

を導き出すことによって,システム開ヲ芭計由が策定され

た｡ところが,最近,情報システムを経常戦略の実現手

段としてとらえる考え方が生まれてきた｡情報技術の持

つ特別な能力を活用して,これまでにないビジネススタ

イルを創造L,それによって企業間競争を優位に導こう

というものである｡これをSIS(戦略情報システム)と言

う｡宅配便事業の成功などが,SIS戦略導入の典型例である｡

SISの時代になると,必然的にシステム計画の立て方

も変わる｡経常計画の一環として,システム計所が立て

られるということである｡そこでは,経営者層を含む多

くの階層の人々のニーズを分析しなければならず,関連

する組織も全社規模になる｡このような時代の変化に対

仏ける新しい計画技法として開発されたものが,HI-

PLAN(rIitachiIntegrated Planning Procedure for

Information Systems)である｡

計由技法というのは,言うならば計何の手順を示した

ものにすぎない｡しかし,その手順はさまざまなメソド

ロジーとコンセプトに裏付けされたものである｡Hト

PLANは全体で約100ステップの手順から成る｡これら

を20のフェーズに区分し,さらに各フェーズを三つのス

テージにグルーピングしている｡図に,HIPLANのステ

ージ構成を示す｡

(1)HIPLAN-SV

第1ステージのHIPLAN-SVは,｢経営戦略を明確化

し,これを支援する情報システム戦略を企画するプロセ

ス+である｡SVの特長は,企業の将来ビジョンを明確化

し,そこから戦略的な発想を引き出すという点である｡

ビジョンは,さまざまなトレンド予測と企業の現在の能

力評価をもとにしたシナリオ分析などによって描いてい

く｡将来の理想像(ビジョン)と現実のギャップを埋め

る方策が戦略であり,その手段としで情報システムを析

月けるものが,情報システム戦略となる｡

(2)IlIPLAN-MP

第2ステージのHII-LANrMPは,｢戦略を全体組織に

な網目し,SIS構築のマスタプランを立案するプロセス+で

ある｡MI)には,企業が持つべき業務全体のフレームワー

クと情報システム全体のフレームワークをモデル化する

ための方法論が組み込まれている｡従来,全体モデルが

描けないために,むだや無理の多い計画が作られてきた｡

MPでは,これらのフレームワークに沿って戦略を適切

に分割し,そこからおのおのの実行課題を導き出すこと

によって,全体としての最適化を指向したマスタプラン

の立案を行うことができる｡

(3)IiIPLAN-AI)

第3ステージのHIPLAN-AI)は,｢目標達成のための

実務のあり〟を求め,その中から具体的なシステム仕様

を定めるプロセス+である｡APは全体計画の中の個々の

システムごとに適用され,開発につながる具体的要求什

様を整理するものである｡SISの場合,テーマは上から示

される｡しかし,実際にシステムを使うのは現場である｡

APでは,戦略に対応した業務の改革を実務者臼身が検討

していくアプローチをとり,この目lでトップニーズとボ

トムニーズを整合化させていく｡

SISは,単なる道具としての情報システムではなく,業

務や組織のあり〟を変え得るものである｡HIPLANは,

この情報システムの新たな飛躍を支える新しいタイプの

テクノロジーとして注臼すべきものと言えよう｡

HIPJAN-SV

情報システム戦略の企画

(SV:StrateglC System VIS10∩)

凸戦略構想
HIPJAN-MP

情報システム全体計画の立案

(MP二Master Plarl)

よユマスタプラン
HIPJAN-AP

個別システム開発計画の策定

(AP:A仙0n Program)

情報システム

戦略の決定

臣『
戦略の

組織展開に

よるフ`レーク

ダウン

情報シス

テム体系の

デザイン

且く≒』
具体的

アクションの

明確化

⊂::::::::コ

モヲアクションプログラム
戦略情報システムの実現

HIPLANのステージ構成
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ES/KERNE+のファジィ推論

エキスパートシステム構築ツール``ES/KERNEL/

W''およぴ`ES/KERNEL/H”の新機能として,人間の

あいまいさを取り扱えるファジィ推論機能を開発した｡

人間の経験,ノウハウを計算機に組み込んだエキスパ

ートシステムは,SISやCIM実現の有効手段としてビジ
ネス分野で実用化の時代に突入した｡

その構築をサポートするエキスパートシステム構築ツ

ール"ES/KERNEL/W''は,多階層協調形推論,知識テ

ーラ,UIビルダなど多くの機能を持ち,2,000本を超える

受注実績を達成した｡また,日本ではトップの評価を得

て,金融,製造,流通などの分野で活用されている｡こ

れらのエキスパートシステムでは,ES/KERNEL/Wの

ルールベース形推論により,人間の知的活動の代行,お

よび意思決定支援を行っている｡ここで用いているルー

ルベース形推論は,明確な知識に基づいて推論を行うた

め,ルールベース編集に当たってノウハウの厳密な記述

が必要であり,直観に訴える知識の表現が難しい｡

一方,人間の主観(不明確な知識)の模擬に適している
手法として,ファジィ推論がある｡ファジィ推論は,メ

ンバーシップ関数で意味づけたルールを使って推論を行

い結論を導くもので,列車自動運車云システムの実用化な

どにより,その有効性が確認されている｡

エキスパートシステムが対象とする人間の思考方法に

ついて考えてみると,明確な知識だけでなく,不明確な

知識を組み合わせて判断を行う場合が多いことがわか

る｡このため,さらに高度なエキスパートシステムの構

築には,ルールベース形推論だけではなく,ファジィ推論

が必要となる｡そこでルールベース形推論とファジィ推

論を融合する形で,ES/KERNEL/WとES/KERNEL/

Hの新機能としてファジィ推論機能を開発した｡
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図l ルールベlス形推論とファジィ推論の構成

これらのファジィ推論機能は,従来のルールベース形

推論機能を補完する構造となっており,論理的判断がル

ールベース形推論,直感的判断がファジィ推論,という

分担である｡したがって,ユーザーは,適用対象に応じ

て二つの推論を組み合わせたり,使い分けたりしてエキ

スパートシステムを構築できる｡その特徴を以下に述べ

る｡

(1)ルールベース形推論機構とファジィ推論機構を独立

した構造とする｡ルールベース形推論でファジィ推論を

利用する必要が生じたときに,ファジィ推論機構を起動

する(図り｡二つの推論機構を連結するために,ファジ

ィフレームを設ける｡ファジィ推論に必要な情報,およ

びファジィ推論結果はファジィフレームを介してやりと

りする｡ユーザーは,ファジィ推論に必要な部分を他の

部分から分離してエキスパートシステムを開発するの

で,不必要な混乱を免れ,ファジィ推論を有効に活用で

きる｡

(2)社会経済界での環境は時々刻々変化しており,これ

に伴い直感的知識の意味も異なってくる｡これに対応す

るため,推論実行中にメンバーシップ関数を動的に変更

することができる｡

(3)ファジィ知識ベース用エディタを用意し,対話的に

ファジィ知識を構築する(図2)｡メンバーシップ関数は,

7種の関数パターンを用意している｡ユーザーは,その

関数パターンを選択し,数個の特徴的なパラメータ値を

人力すれば,メンバーシップ関数を定義できる｡

ES/KERNEL/WとES/KERNEL/Hは,このような

ファジィ推論機能を組み込んだことにより,あいまいさ

を含んだ､概念や人間が直観的に使用していることばをそ

のまま計算機化でき,従来に比べてより人間らしいエキ

スパートシステムを構築することが可能となった｡
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図2 ファジィ知識エディタ画面表示例
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流通分野向けエキスパートシステム

経営効率向上のため,知言哉工学技術を活用し,膨大な販

売データと店長などの経営ノウハウの有機的な結合を可

能とした流通分野向け意思決定支援システムを開発した｡

競争の激しい流通分野では,魅力ある売場作り,効果

的な人員配置,多頻度小口配送による差別化が必須(す)

である｡それを実現するため,POS端末からの膨大な販

売データと店長などのノウハウを結合させた流通分野向

けエキスパー_トシステムを開発した｡

売場作りのために,陳列棚に商品の最適な割り付けを

行うフェイシンブ コントロール システム,販売状況に

応じた従業員別作業スケジュールを立案するワーク ス

ケジューリング システム,多頻度小口配送の実現のため

に,トラックなどの積載効率が最大になるように,個々

の荷物の配置を決める積載計画システムがある｡

本システムでは,変更の頻発する制約条件の記述と解

法戦略ノウハウの記述に知識工学技術を適用し,各店舗

特性に応じたシステムの早期開発を可能とした｡また,

解法戦略ノウハウと数理計画法を融合した方法によっ

て,組み合わせ最適化問題を実用的な時間で解決できる

ようにした｡

本システムはサッポロビール株式会社,株式会社カス

ミなどで実用化され,売り上げ,店舗運営効率の向上に

貢献している｡
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配送計画支援エキスパートシステム"ESTRK/WS”

熟練した配送担当者か長時間要していた配送計画作業

を効率よく支援するパッケージESTRlく/WSを開発し

た｡本パッケージの稼動には,2050/32の機能か必要であ

る｡

従来,配送計画は熟練した担当者が知識と経験を基に

作業を行っていた｡しかし,近年,多品種少量･短納期

配送が求められるようになったため,機械化による効率

化が求められている｡そこで,配送担当者の知識と経験

をパターン化し,配送計画の省力化･車両運行の効率化

を実現するため,本システムを開発した｡

主な特長は次のとおりである｡

(1)顧客サービスの向上

受注伝票の変更などの状況の変化に迅速な対応ができ

る｡また,時間指定･車種指定を考慮して,的確な配車

組みが行える｡

(2)配送計画業務の省力化

受注伝票の収集･車両手配･配車の人手で行われてい

る業務を支援し,作業時間の短縮が可能である｡

(3)配車計画のシミュレーションが可能

車両情報などに幾つかのパターンを持たせ,そのパタ

ーンを選択して,配車組みのシミュレーションができる｡

回 [二亙二]

くっ配送計画指示入力 ⊂⊃車両椚て

く⊃パターン設叫包一⊂コ配脚

//ワト冒蒜当て固 因 因 回
●パターン ●車両
●確定 ●核伝票
●見込み

システムの概要

●顧客 ●運転手
●顧客別商品 ●車種

●商品 ●顧客間時間
●商品凍み合わせ
●区域名

東南

一丁二

L二竺

車両割り当て画面

63



ポリエステル樹脂工程スケジューリングエキスパートシステム

日本触媒化学工業株式会社は,日立製作所と共同し■∈

営業情報から工程計画までを一貫して行う,ポリエステル

櫓脂工程スケジューリングエキスパ皿トシステムを開発

した｡

樹脂製品の技術情報,製造上のノウノ､りを知識ベース

化したスケジューリング形エキスパートシステムである｡

当スケジューリングは,13系列の装置釜(かま)や30()を

超える製品に対して,製造条件,運転条什,原料潮成,

人の作業条件など二十数種類の複雑に絡み合った条件を

考慮しながら立案する必要がある｡

従米,この作業には熟練技術者が相当数の時間と労力

をかけて行ってきたが,多品種少量生産でユーザーに迅速

に対応するために,柔軟な工程計画の立案が望まれていた｡

当エキスパートシステムでは,営業情報と装置の稼動,

非稼動のカレンダー情報を人力することによって,製品,

装置,製造条件などの知識ベースを基にした推論が行わ

れ,_l二程表,l勺訳表などをH力する｡その後,ロット番

与∴ 試験R,缶詰Hなどを自動設定し,製造指示のデー

タを作成する｡

従来,1週間のスケジューリングに1～2‖間費やし

ていたものが,30分から1時間程度に知魂宿できた｡

ソ1システムは,ハードウェアとして2050/32,エキスパ

ートシステム構築ツールとしてES/KERNEL/Wを利月1
することによって,フレーム,ルールの記述,ユーザー

インタフェースの開発が容易に実現された｡

知識ベースは,事実形知識として500フレーム,ルール

形知識として500ルールで構成している｡

基礎となる営業受注情報や在庫情報は,ホストコンピ

ュータからMMC(マイクロメインフレーム結合)によ

り,OFIS/POLを介してエキスパートシステムのフレー

ムに自動展開している｡

丁拝:
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_
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_■■

i二i

釜(かま)繰りスケジューリングシステム

+lSPオブジェクト指向

既存LISPに,国際標準化案であるCommon L盲5ロ

オブジ工クト指向機能を追加した∨OS3LトSP E2を開

発した｡

1.開発の背景

近年,ソフトウェアの生産性,操作件,信粉件,保!才･

拡張性の向上を解決する有力な手段の一つとして,オブ

ジェクト指l言りプログラミングへの期待が高い｡LISP E

2は従米のLISP言語仕様を継承しながら,オブジェクト

指向プログラミングを実現したものである｡国際標準化

案であるCommon Lispオブジェクト指lらIを採用し,

VOS3/ESlで稼動する｡なお,HトUX版は平成2年4

月に開発の予定である｡

2.LISPオブジェクト指向の特長

従米のプログラミングが｢手続き+小心の考え方であ

るのに対して,現実の世界での人の二哩解は｢もの(オブジ

ェクト)+

一夕+と

を中心と

プロブラ

を基盤としている｡オブジェクト指向では｢デ

｢手続き+を包括した｢もの(オブジェクト)+

しているので,人の理解に近い,より視覚的な

ミングを行うことができる｡主な特長は以下の

とおりである｡

(1)クラスという概念によってオブジェクトの枠組みを

定義する｡｢もの中心+に現実社会をモデル化できる｡

(2)クラス,メソッド,インスタンスによる手続きの構

造化に加えて,データ構造をモジュール化している｡

このため,冗長,オ盾した記述をkll避することができ

る｡

(3)継承機能によって差分プログラミングが容易にでき

る｡

(4)違和感なくLISPプログラミングとオブジェクト指

向プログラミングがマルチパラダイムで使用できる｡

オブジェクト

指向横能
デバッギング
ツール

ソー▲ス

プログラム

オブジェクト

プログラム

■

入力

対話

表示
入力

インタプリタ

グラフィック

表示機能

エディタ

コンパイラ

LISP環境

ソ【ス

プログラム

オブジェクト

プログラム

LISPの構成
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産業分野での知 処理システム

産業の各分野で高度な計算機制御を目ざした知識処理

システムの構築,適用か進められてきた｡本格的な実用化

時代の幕開けである｡

産業分野では,プラントの多様化,設備の複雑化･大

規模化に伴って,プラント運用に必要な技術は以前にも

まして高度化している｡このため,プラント運用の自動

化範囲の拡大,効率的かつ安定した操業,高度な品質制

御を実現する計算機制御システムの構築が強く要求され

ている｡

これらの要求を実現するために,従来の制御理論によ

るシステム制御だけでなく,熟練運転員などの専門家の

操業ノウハウを活用する知識処理システムの導入が具体

化してきた｡

日立製作所では,1960年代からAI(人工知能)の研究に

着手し,知識処理技術の実用化に積極的に取り組んでき

た｡リアルタイム制御分野で,世界で初めての実用シス

テムを実現したり,あるいは産業の各分野でわが国初の

実用システムを開発するなど,積極的に実用システムの

開発を進めてきている｡

1.知識処理システム構築支援ツール

知識処理システムの実用化を支援するツールとして,

プロダクションシステムとファジィ推論をサポートする

オンラインリアルタイム制御用の知識処理システム構築

支援ツールEUREKA-ⅠⅠを開発し,改善を図ってきてい

る｡さらに,EUREKAlIIをベースにした分野別特化ツ

ール(いわゆるドメインシェル)群として,プロセス制御

用のAPOSや,フォルトトリーベース診断システムの

HITREXなどを開発し提供している｡

鰍頓

巧鰍て二

EUREKA-ⅠⅠの開発環境の画面例

2.知識処理システム

産業の各分野で日立製作所が開発あるいは開発に貢献

した知識処理システムを以下に述べる｡

(1)電力分野

電源の多様化,系統の複雑･大規模化に伴って,系統

運用に必要な知識･技術は従来と比べいっそう高度化し

ている｡この要求にこたえるものとして系統運用支援シ

ステムを,また発電プラントレベルでは,発電所の高効

率運転,高信頼運転を目的として火力･原子力発電プラ

ント設備診断･運車云支援エキスパートシステムなどを開

発している｡このほか,発電プラントの保守作業計画シ

ステムや,設備の予防保全システムなども開発を進めて

いる｡

(2)社会システム分野(上下水道,鉄道,道路など)

社会システム分野では,システム利用者に対するきめ

の細かい,しかも安定したサービスの提供が必要である｡

この要求にこたえるものとして列車ダイヤグラム作成支

援システム,トンネル換気制御エキスパートシステム,

雨水排水ポンプ予防保全エキスパートシステムなどがある｡

(3)製造分野(鉄鋼,化学,食品,ガラスなど)

製造分野では,製品のライフサイクルの短期化,多品

種少量生産,市場と直結した戦略的な生産などの要求を

背景に,柔軟で変化に強い高効率な生産体制の実現が必

要である｡この要求にこたえるものとして高炉運転支援

エキスパートシステム,圧延機革断システム,ガラス採
板計画エキスパートシステム,プラント運転支援エキス

パートシステムなどがある｡

今後ともユーザーニーズにこたえる各種知識処理シス

テムの開発を進めていくとともに,ニューロコンピューテ

ィング技術などの幅広い知識工学技術を取り入れ,より高

度な計算機制御システムの開発を進めていく考えである｡

火力発電プラント設備診断･運転支援エキスパートシステム

の画面例
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高性能な続合形リレーショナルデータベース"XDM/RD''

高性能化,大容量化に対応できる統合形リレーショナル

データベース×DM/RDをXDM E2のファミリーとして

1989年2月に出荷を開始した｡

ⅩDM/RDは,VOS3/ESlで稼動するリレーショナ

ルデータベース管理システムである｡従来製品である

RDBlを発展させたものであり,積極的な性能向【Lおよ

び人容量化,ジャーナルの一元化を行い,非定形業務だ

けでなく定形業務への適肝性を飛躍的に高めた｡

ⅩDM/RDの特長を以下に述べる｡

(1)高性能化

高多重プロセッサに対応するため並列処理方法を採用

した｡また,格納方式の改善を行いデータベースヘの入

出力回数を削減した｡さらに,データベースに対する複

数のアクセス要求を一括して処理する方式を採用して,

大量バッチ処理の高性能化を実現した｡

これらの改善により,従来製品であるRDBlに対し

図1に示す性能向上を実現した｡

(2)標準仕様準拠

HAA仕様に基づいたⅩDM/RDは,データベース言語

倍

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

○

注:1件検索処理

1件更新処理

データロード

×

△

X

△

△

文

さ

一-R[)Bl-----一-XDM/RD---

図】リレーショナルデータベースでの

単位時間当たりの処王里能力の伸び

として国際規格,日本工業規格に準拠したSQLを採用し

ている｡これにより,SQLを使用した各種流通ソフトウ

エアをⅩDM/RDに搭載することが容易となった｡

(3)統合運用機能

ⅩDM/RDは,複合サブシステム形データマネジメン

トシステムⅩDM/BASEE2のサブシステムであり,ユ

ーザーは構造形データベースⅩDM/SD E2と組み合わ

せて,自由に複合システムを構築することができる｡こ

の機能によって,ユーザーアプリケーションプログラム

および関連ソフトウェアは,両タイプのデータベースを

容易にアクセスすることができる｡

(4)機密保護の充実

TRUSTと連動した機密保護を行うことができる｡

(5)充実した関連ソフトウェア

ⅩDM/RDには開発支援システムEAGLE2,エンドユ

ーザー言語ACE3 E2およびワークステーションに対

するデータベースサーバHOAPDBSの機能などの関連

ソフトウェアがある｡これらの充実した各種の関連ソフ

トウェアと連携して,図2の統合した高性能･高生産性

のデータベースシステムを構築することができる｡

匡耳

×DM/
RD

品P

×DM/
SD E2

×DM/BASE E2

×DM/
DCCM3

TMS-

4V/SP

HOAP

DBS

□ □
オンライン端末

OFIS/DBS

RDB

OFIS/POL

ワークステーション

開発支援システム

EAGLE2/SD
EAGLE2/RD

EAGJE2/CRL
EAGLE2/DCT

エンドユーザー言語

コマンド形

ACE3/CMD
フルスクリーン形
ACE3 E2

図2 関連ソフトウエア

66



OSlネットワーク接続支援OSAS/UA2/DCCM3

XDMでの分散AP聞達信機能として開発したOSAS/

UA2/DCCM3について紹介する｡

OSAS/UA2/DCCM3を使用することでUAP(ユー

ザー業務プログラム)は,自システム内でのプログラム間

通信と同様の方法で,他のシステムとデータを送受信で

き,ホストオンラインシステム,分散機およびワークス

テーションとの間で水平,垂直分散形ネットワークシス

テムを容易に構築できる｡OSAS/UA2/DCCM3のネ

ットワーク構成の例を図1に示す｡

甲Ⅲ

分散システム

郡 郡

甲Ⅲ

図10SAS/UA2/DCCM3のネットワーク構成

OSAS/UA2/DCCM3は,拡張HNAのアプリケーシ

ョンプロファイルの一つとして規定したOSAS/UAプロ

トコルを実装している｡

OSAS/UAプロトコルは,OSI上位層(5層,6層およ

び7層の一部)の共通基盤であるOSASを使用して,AP

開通信サービスを提供するプロトコルである｡OSIの7

層構造の巾でのOSAS/UA2/DCCM3の機能範囲を

図2に示す｡

.i止叫
4層

3層

2層

1層

∈:萱≡≡司
OSAS/UA

∈≡萱≡『
アプリケーション層

プレゼンテーション層

セション層

トランスポート層

ネットワーク層

データリンク層

物理層

応用プロトコル

OSAS/UA2/
DCCM3

×NF

図2 0SAS/UA2/DCCM3のOS17層構造での機能範囲

OSAS/UA2/DCCM3は,図3に示すように,通信相

手システムとの間で論理的な通信路(アソシエーション)

を確立し,さらに,一つのアソシエーションを複数の経

路に多重化してメッセージを送受信する｡AP開通信を使

用すると,自システムで発生したトランザクションを通

信相手システムで処理したり,その結果を受信したりで

きる｡また,通信相手システムで発生したトランザクシ

ョンを自システムで処理したり,その結果を送信したり

できる｡

OSAS/UA2/DCCM3を使用したAP間通信の形態

には,問い合わせ応答形態と一方送信形態がある｡

自システム(OSAS/UA2/DCCM3)

望

①
②
③
④

RECElVE

SEND

儒器呂エM)

R∈CElV巨

SEND

RECElVE

SEND

琵呂三Mゴ

①

②

③

④

問い合わせメッセージの送信と応答メ

問い合わせメッセージの受信と応答メ

一方送信メッセージの送信

一方送信メッセージの受信
⊂=⇒メッセージの流れ

アソシエーション

相手システム

セージの受信

セージの送信

図3 AP問通信の形態

OSAS/UA2/DCCM3は,ⅩDM/DCCM3に組み込

まれて動作するプログラムである｡OSAS/UA2/

DCCM3がAP間通信で使用するプロトコル,および主

な通信相手プログラムを表1に示す｡

表10SAS/UA2/DCCM3のAP間通信のプロトコル

プロトコル 主な通信相手プログラム

OSAS/〕AWS制御通信プロトコル Hト]X/WOSAS/UA/TACT

OSAS/UA分散機制御通信プロトコル VOSKOSAS/UA/APC

OSAS/〕AAP間通信プロトコル VOS30SAS/UA2/DCCM3
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自律分散技術の情報システム分野への展開

日立製作所独自のシステム概念｢自律分散+を情報シス

テム分野に展開し,情報システムの無停止化を保障する技

術を開発した｡そして国際的なネットワーク多端末制御シス

テム,オフィスプロセッサシステムで実用化した｡

ビジネス業務では,処理量の増大,業務の多様化のほ

か,オフィス部門間から国際的な連携への対応も求めら

れている｡このため情報システムでは,ユーザーの広が

りとともに,利用･運用･構築･保守に容易に対応でき

ることが必要になっている｡このようなシステムの使い

勝手の向上のためには,特に,システム稼動中に拡張や

保守ができ,また,部分障害に対しても障害の波及を阻

止してシステムの全面停止を回避できるシステムの無停

止化が望まれている｡このような情報システムに対する

ニーズを実現したのが,日立製作所が提案した独自のシ

ステム概念｢自律分散+を基に開発した自律分散無停止

技術であり,これをワールドワイドなネットワークでの

多端末制御システム,および新世代のオフィスプロセッ

サHITAC L-700シリーズで実用化した｡

このような無停止化要求を満足する自律分散システム

アーキテクチャは,個々のソフトウェアモジュールがデ

ータフィールド(データを流す場)に論理的に結ばれてい

て,この場を通して必要な内容のデータを選択受信し,

データがそろえば処理を実行するというものである｡ソ

フトウェアやファイルは,このデータフローだけで関係

｡禦
も.
'■

β

東京

♂

曲

自律分散無停止多端末制御システム

⑦
ニューヨーク

づけられ,直接的な駆動関係はない｡また,特定の管理

(親)コントローラやオペレーティングシステムもない｡

多端末制御システムはHITAC E7000シリーズを用いた

マルチ計算機システムである｡すでにQUICK社の市況情

報サービスシステムのロンドンに設置され,稼動してい

る｡このシステムは24時間/日無停止が要求されるばかり

でなく,当初の計算機4台,端末機1,000台から,数か月

で計算機は8台,端末機は2,000台に既存部を停止するこ

となしに成長していく ものである｡

HITAC L-700シリーズでは,オフィス間をローカル

ネットワークで接続し,部門間で連携して資源の利用や

業務の連携ができるだけでなく,一部の計算機やターミ

ナルに障害があってもユーザーは別のターミナルで対話

を続行でき,ファイル内容も保証される｡システムの拡

張にあっても既存部を停止することなく,かつ変更も要

しない｡

自律分散は,12年前から日立製作所が独自に提案,研

究,開発しているものである｡すでに制御システムと制

御用計算機(HIDIC V90/5シリーズ)で実用化されてお

り,情報システムヘの展開も始まった｡なお,世界の大

学･企業でも3～4年前からこの自律分散の考えにのっ

とった分散システム,分散オペレーティングシステムの

研究,開発を始めており,近年,わが国でも盛んになっ

ている｡日立製作所の先見性を示すものと言っていいで

あろう｡
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VOSKの部門分散機能DDC

DDCは部門ことに配置して利用するコンピュータシス

テム∨OSKの運用,開発,保守をネットワークを通じて集

中管理するための機能である｡

一つの会社内でも,部や課が違えばコンピュータを活

用する業務が異なる｡そこで次の要求が高まっている｡

(1)部門ごとにコンピュータを置くことにより,部門の

要求に応じた部門システムを構築したい｡

(2)しかし,コンピュータシステムの運営を軽減するた

めに運用,開発,保守は集中管理したい｡

DDCとは1か所の管理システムから複数の部門シス

テムの運用,開発,保守を円滑にできるようにした機能

の集まりである｡DDCでは次の機能を提供する｡

(1)管理システムから部門システムの運用支援

(a)管理システムで部門システムの電源投入と切断

(2)集中プログラム開発･管理

(a)管理システムのワークステーションを部門システ

ムの対話ワークステーションとして利用

(b)部門システムのワークステーションを管理システ

ムの対話端末として利用

(3)ファイル配布･収集･利用

(a)管ヨ里システムと部門システムとの間でのプログラ

ムやファイルの配布･収集

(b)管理システムのオンラインプログラムと部門シス

テムのオンラインプログラムによるAP間通信

(C)管理システムでのジョブ実行および結果の収集

管理システムとして,VOS3,VOSl/ES2および

VOSKが利用できる｡

VOS3 管理システム

L

[:亘亘垂::]
AP開通信

VOSK 部門システム

L [コ

[コ

対話

[互転垂∃

ド;二芸…べ
配布

日
VOSK

E∃〕蔚560/20DSCRESP

OSAS/FT/HIFIT

日
データ

DDCの概要

P+/Ⅰテストデバッグ支援"VOS3PLI/TD”

PL/Ⅰ言語による業務プロクラム開発の効率向上を目

的とし,テスト作業をより速く,より確実に行うことを支援す

るPL/1テストデバッグ支援を開発した｡

ソフトウェア開発の効率向上は今や社会的な強い要請

となってきている｡このような背景の基にテストデバッ

グ工程の効率向上,プログラムの信頼性向上を目的とし,

最適化PL/Ⅰと連動したPL/Ⅰテストデバッグ支援PLI/

TDを開発した｡主な特長は次のとおりである｡

(1)PL/Ⅰプログラムを画面に表示し,実行中の文をリバ

ース表示しながら実行することができるので,プログラ

ムの走行を目で確認できる｡

(2)未完成プログラムのシミュレーションやファイルシ

ミュレーション,DB/DCシミュレーション機能があり,

単体テストが容易にできる｡

(3)テストカバレージ機能によってプログラムの走行部

分,非走行部分がソースリスト形式で出力されるので,

テスト末実行部分が容易にわかる｡また,プログラム全

体の文,分岐の中で実際に走行した比率を表示できる｡

フルスクリーン実行画面例

テストカバレージ出力例
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CD-ROMを用いた自動車部品番号自動検索システム

日産自動車株式会社は,自動車メーカー各社の課題で

あった自動車部品自動検索システムを,日立製作所の画像

処理技術とCD-ROMを適用して開発した｡

自動車の整備や修理に使われる部品の部品番号検索

は,従来専門知識を待った経験者がマイクロフィッシュ

を媒体とした部品カタログを使って行う熟練作業であ

り,機械化が遅れていた｡

そこで,[1産自軌車株式会社では部品供給業務の効率

化の一環として,部品番号検索システムの開発に取り組

み,1987年4月に他日重力帝メーカーに先駆けてシステム

を開発した｡続いてシステムの拡張を行い,1989年2月

に全面的に酬象処理機能を糊いた自動車部品番号自動検

索システムを実現し,全国で稼動させた｡

口産自動車株式会社相模原部品センターで一元管理さ

れ7ご部品カタログマスタを基に,自動車部品自動検索用

データが記録されたCD-ROMが月1凹,作成･配布され

る｡自動車販売会社のサービス修理ユ場および部品商で

は,CD-ROMが接続されたパーソナルコンピュータを使

いオフラインで部品番号を検索した後,各部品販売会社

との間で,BEST-pC通信手順によるオンラインでの在序

照会,部品の受発注を行う｡

本システムの開発･導入によって,次のような効果が

得られた｡

(1)部品番号検索業務の省力化

(2)顧客サービスの向上

(3)不良在庫の削減

今回の自動車部品番号自重力検索システムの実現に当た

i),ll立製作所は画像処理ハードウェアのほかに,イラ

スト図面をイメージスキャナで読み取り,図面上の文字

情報を自動抽出･認識する画像処理技術を開発した｡こ

の文字自重力抽出･認識技術の適用でイラスト図面人力作

業での操作が容易にできるようになった｡

日産自動車株式会社 本社 部用品計画部

端末

日産自動車

株式会社

相模原部品センター

部品

カタログ

マスタ

○
部
品

マスタ

(在庫)

サービス部品設定

メンテナンス

部品コー

情報

M-680D

部品マスタMT

こ〆ク

CD-ROM

マスタ

イメージ
データ

株式会社日産コーエー

□く
スキャナ読み取り

イメージ編集

横浜工場
MT

===ラ
MT

コードイラスト情報

部品

原盤製作

プレス工程

日本電信電話

日産系部品販売会社 株式会社

EDPセンター 電話網

BEST-PC手順

丁560/20手原

H】TAC

1回/月

日産圏自動車販売会社

サービス修理工場

HP Bl(∋EX-1Ⅰ

図画

=∋
CD-ROM
==⇒

免

在庫問い合わせ･受発注

専用回線

社内オンライン

CD-ROM

部品商

HP

CD-ROM

CD-ROM

ドライブ

816EX-Il

CD-ROM

ドライブ

部品販売会社営業所

2020

CD-ROM CD-ROM

ドライブ

部品番号検索

部品番号検索

部品番号検索

自動車部品番号自動検索システムの全体構成
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ワークステーション形CAD/CAMシステム｢三次元HICAD/W+

計画設計段階から加工情報出力までを一貫して支援し,

ホストコンピュータとの連携,ユーザー専用システムの構

築も可能な三次元CAD/CAMシステムを開発した｡

機械設計用CAD/CAMシステムに対するニーズは二

次元から三次元へ急速に拡張している｡一方では,エン

ジニアリングワークステーションの性能価格比は飛躍的

に向上してきている｡

三次元HICAD/Wは,このような背景のもとに開発さ

れたワークステーション形機械系統合CAD/CAM/CAE

システムである｡HICAD/Wとしてはすでに二次元設

計･加_T支援システムHICAD/DRAFT/W,MILL/Wを

開発し,多くの顧客の下で利用されている｡今凹,新た

に開発した三次元システムは,これらの二次元システム

を結合したものである｡

三次元HICAD/Wは,1989年に刑荷した立体設計シス

テム,製図システム,解析‾支援システムと,今後順次才一-1

荷していく部品組立･構成管理システム,三次元加工支

援システムなどから構成される｡

主な特長は次のとおりである｡

(1)設計の上漁I‾二程から適用でき,開発期間を短縮

従来のCADシステムは,製図あるいは単なる形状人力

としてしか使えないものが多かった｡本システムは,設

計の検討段階からツールとして使えるように,(a)伝い叶変

形や逆操作可能なソリッドモデラを採用し,(b)三次元と

二次元の混在表ホ,二次元･三次元変換を可能とし,(C)

階層構造を成す組立品の定義,部品および部品群単位の

操作を可能とした｡

(2)設計から製造までの業務で,作業の重複を排除

設計で作成Lた形状データは解析,製図,NC加1など

の業務で利用でき,各業務で必要なデータは統合して管

ニユ.
､--･---_-_

J

立体設計システムによる三次元設計の例

三哩できる｡

また,設計業務の約30%を占めると言われる技術文吉

の作成を支援する｢エンジニアリング支援ライブラリEL

シリーズ+と連携させて,技術文吉の中にCADの形状デ

ータを挿人することなどができる｡

(3)ユーザー業務に最適なシステムに専川化できる｡

ユーザー専用コマンドを作成できるように,形状デー

タヘのアクセスや凶形表示などのライブラリを掟伏し

た｡また,メニューの再編成やコマンド名の変覆土ができ

るように,メニュー左義ファイルを提供している｡

(4)ホストコンビ一夕とワークステーションの資独を有

効に活用できる｡

スタンドアロン,LANによる水平分散,ホストとの垂

虹分散というように規模,口的に合ったシステムを構成

でき,(a)ホストで図面と部品,組_‾lt品などのモデルデー

タを集中管理すること,(b)CPU負荷の高い解析計算をホ

ストで行うこと,(C)ワークステーション閃で映l‾由･モデ

ル庫およびプロッタを共斥けること,が叶能である｡

(5)二次元HICAD/Wからの拡般が容易

本システムの製陛】機能は従来のHICAD/DRAFT/W

と同じ操作で使え,図南データ,ユーザープログラムと

もそのまま移行可能である｡

本システムが稼動するハードウェアは,Ⅰ‾1立エンジニ

アリングワークステーション2050Gシリーズの205()G/

EX,2050G/El､である｡

これらは従来の2()50Gと_L化圧換性を保ちながら性能

向上したもので,2050G/EXはCPUにMC68030(33

MHz)を採用してCPU能力を従来の約2イ汗にLたもの

で,2050G/ETはそれに加えて,グラフィックス性能を

3～5倍に強化Lたマシンである｡

解析支援システムによる構造解析結果の例

水車ランナの振動モード解析結果(変位の分布を示す｡)
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高機能ワークステーション"2050/32E”,"2050/32EH”

1台のシステム装置で最大3台までのディスプレイを接

続可能な2058/32Eと,画像処理機能の強化を図り高精細

な表示･印刷ガ可能な205D/32EHを新たに開発した｡

2050/32Eおよび2050/32EHは,2050/32の_上位機とし

て位置づけされ,現在ワークステーションに求められて

いるさまざまな機能拡張や省スペース化などのニーズに

こたえている｡主な特長は次のとおりである｡

(1)高速･大容量化

マイクロプロセッサに68030(25MHz)を採用し,処理

性能を1.5倍～1.7倍向_l二させた｡内蔵ハードディスクは

約2倍の168Mバイト,最大メモリ容量は4Mビット

DRAMを採用し4倍の52Mバイトまで拡張可能であ

り,大規模アプリケーションヘの対応を図っている｡

(2)省スペース化

2050/32Eは,ディスプレイを最大3台まで接続可能で

ある｡これによって,2～3台目の価格を低減,コ大ト

パフォーマよスの向上を図ることができる｡また,世界

長高水準の1,120×780ドットの解像度を持つモノ■クロー

ム液晶ディスプレイの採用で,省スペース化を実現した｡

(3)高機能化

2050/32EHは,1,792×2,496ドットの解像度を持つ8

本/mmのモノクロームディスプレイや,16本/mmの入

出力装置(イメージスキャナ,ページプリンタ)による高

精細な表示･印刷が可能である｡また,2台のディスプ

レイにより,業界初のA3(A4×2)表示を実現した｡

(4)ソフトウェアの強化

世界的に普及しているウインドウシステム,ⅩWin-

dow※)をサポートし,業界標準への対応を図っている

(2050/32E)｡そのほか,ウィンドウズーム機能やOA処理

の定型化･効率アップを実現するOFIS/CATALOG-EV

の追加,またOFIS-EVシリーズの機能強化など操作性の

大幅改善を行っている｡

※)ⅩWindowは,米国マサチューセッツ工科大学

(MIT)の商標である｡

〓
】
叩
爪
､
0
巾
〈
U
ぐ

‾ヲ三も㌦』-

2050/32E(右)と2050/32EH(左)

ゝ1･′

r‾占:
長

蜃

主星

パーソナルワークステーション2020モデル+

高精細白黒液晶ディスプレイを搭載し,小形･省スペース

化を図ったラップトップタイプのワークステーション2020モ

デルLを開発した｡

ワークステーションの分野では,ネットワーク化など

による適用範囲の拡大とそれに伴う利用層の増大に従っ

て,より小形･省スペースでありながら従来機と同等の

機能･性能を持つ機種が求められている｡このようなニ

ーズに対応するため,高精細白票液晶ディスプレイを搭
載したラップトップ形ワークステーション2020モデルL

を開発した｡

主な特徴は次のとおりである｡

(1)高橋純白黒液晶ディスプレイ

ラップトップタイプ初の1,120×780ドット高精細白黒

液晶ディスプレイを搭載した｡これは,デスクトップタ

イプの従来機と同一の表示解像度を持つものであり,

24×24ドットの見やすい明朝体の漢字を表示できる｡

(2)小形･省スペース

2020従来機に比べ,設置面積を50%に削減できる小

形･省スペース化を実現した｡

(3)2020シリーズ互換性の維持

従来機2020/32,2020モデルEとのユーザープログラ

ム,ユーザーデータの互換性を確保した｡また,キーボ

ードについても従来機と同一のキー種を設け,操作の互

換性を維持した0 ㌦㌫鞠

･芋類′
r

′

C

ニぎ
(

ヽ

き

撃警+
ノ.ヲrで∵ヽ

,三i

呵､･1人1 山一ち

/叩･一

パーソナルワークステーション2020モデルL
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ノンストップ大容量ATM(現金自動取引装

HT-2807ATMは,業界最大級の紙幣宕呂壷鯖ど軌韓

体の自動補充,係員操作性捌司上窺㌢聖夜葉矧ノた体E弓無

人化対応ノンストップ大容量糸一こでⅩ｢白もす汚い吏

金融機関では,完全週休ニロ制への移行に伴い,自動

機のノンストップ無人運用が強く)ドめられている｡この

要求に本格的にこたえた新シリーズATMを開発した｡

(1)紙幣8,600枚(当社比1.7倍),明細票2,300枚(当社比

3倍),ジャーナル5,000件分と大容量化し,休日などの

連続運用を可能とした｡

(2)紙幣,硬貨,明細票,ジャーナルのノンストップ補

充を実現した｡

(3)カードエンボスの凹凸を光学的に読み,取ることによ

って,エンボスを含めたジャーナルの電子化と連続運用

を可能にした｡

(4)紙幣,硬貨を-一つのカセットに取り扱える従来から

の特長に加え,精査機能を充実させて銀行係員の運用を

容易にした｡

(5)係員パネルに,大形液晶ディスプレイを採用し,口

本譜やイラストによるわかりやすい表示を行った｡

)"HT-2807”

(6)IDカードによる扉,金庫などの日動ロック解除を行

い,係員操作性とセキュリティの向上を図った｡

(7)プラスチックを糊いた曲線を基調と

し,使う人に優しいATMとした｡

で三三漕警+■■

したデザインと

ヽ■｢

HT-Z807現金自動取引装置

CATM(コンパクト現金自動取引装

CATMは業界初のロボット方式紙幣還流願構を採用

し,薄形,高信頼性｡低コスト化を実現したカニ㍍十∴専絹頂轟

自動取引装置である｡

金融自動機市場のコンパクト化,高信頼性,操作性l;り

_Lおよび低価格化のニーズに対応するため,カード専用
の現金自動,取引装置を開発した｡

本装置は芸界初のロボット方式紙幣還流機構を採用し

ており,紙幣搬送路長の半減などによって高信頼化を問

つている｡

本装置の特長を以‾Fに述べる｡

(1)設置場所を選ばない奥行49cmのコンパクト設計で

ある｡

設置スペースの条件に合わせてメンテナンスは前･後

面が選択でき,貴重な店舗スペースを奪うことなく設置

できる｡

(2)紙幣の還流機能によって,資金運用効率向上が‾可能

である｡

(3)高信頼性の実現によって休日運鞘･店舗外設置も可

能である｡

)

ブロック搬送方式の採用によって,ATMでありなが

ら従来のCD並みの低障害率を実現した｡

(4)ユーザーにも係員にとっても使いやすい操作であ

る｡

プラズマディスプレイの手順表示や紙幣の装填(て

ん)･阿収を一つのカセットで行い,使いやすくなってい

る0
匪野田姐■■山■ 妻

ダ

､

＼

CATM(コンパクト現金自動取引装置)
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ファクシミリ為替集中処理システム

金融機関での為替処理の合理化のため,営業店のファク

シミリから送信された為替伝票データを,直接文字認識処

理する為替集中処理システムを開発した｡

金融機関での為替処理は,オペレータの負担が大きい

割りに機械化が遅れ,かつ採算の悪い業務である｡

そこで多くの金融機関では,振込依頼書をファクシミ

リで営業店から地区センタに伝送し,いったん既に出力

してから手入力するという集中処理を実現している｡

この集中化のメリットを生かしながら,さらにファク

シミリから受信したデータを直接取り込み,文字認識す

ることで省力効果を上げたファクシミリ為替集中処理シ

ステムを開発した｡

本システムは以下のような特長を持つ｡

(1)ファクシミリから受信したデータを,直接文字認識

するため,キー人力作業の省力化と書類の減少が図れる｡

(2)修正端末には,イメージデータと認識結果を並列表

示するので,振込依頼書なしでも修正確認が容易である｡

(3)システムチェック機能,自動補正機能,システム管

理機能の強化によって,操作性･運用性を高めている｡

営業店 公衆回線網

⊆ヨ

G3ファクシミリ

ファクシミリイメージ

地区センタ

ファクシミリデータ処理プロセッサ

OCR 補正 検証

1件処理時間を大幅に削減

コード

事務センタ

ホストコンピュータ

ファクシミリ為替集中処理システム

債券発行装 "HT-2776”

債券発行装置BIMは,BIMコンソールと接続され債券

の発行･在高管理および取引明細書の発行を行う端末装

置である｡

BIMは,従来手作業によっていた債券の発行業務を機

械化するものであり,必要な債券の選択,繰り出しを自

動化することができる｡これによって債券発行業務処理

の大幅な高速化,省力化が可能である｡

このBIMは,債券発行銀行での債券発行業務合理化を

ねらいとし,商工組合中央金庫,株式会社日本興業銀行,

株式会社日本債券信用銀行,株式会社日本長期信用銀行

との共同開発によって製品化したものである｡

主な特長は次のとおりである｡

(1)大容量ホッパ

発行媒体収納ホッパを12種類設け,おのおのの収納容

量を200枚/ホッパとし,多種または大量発行業務が可能

台帳作成などをすべて自動的に処理することができ,発

行業務の省力化が可能である｡

(3)小形,省スペース

債券繰り出し用小形分離機構,小形プリンタの採用に

よって省スペース設置を実現した｡

(4)発行済み債券の読み取りチェック(オプション)

発行済みの債券の新債券更改,換金などで,BIMによ

る債券の自動チェックが可能である｡

‾一掬

■■｢

㌦恥益忘二三
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である0 -■

(2)債券発行,在高管理の自動化

取引明細書をセットするだけで,債券選別,番号確認, BIMコンソール(左)と債券発行装置(右)
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旅行業端末システム

JR各社が旅行業に進出するなかで,東海旅客鉄道株式

会社向けに従来の座席指定券の予約発券に加えて,旅行ク

ーポン券の発券を行う端末を開発,納入した｡

本端末は,従来｢みどりの窓口+で取り扱ってきた座

席指定券などの予約発券を可能にするだけでなく,旅客

個人ごとの行程を管理して宿泊券,船車券,企画商品な

どの予約を行い,クーポン券の一括発券を行うことを目

的として開発された｡主な特徴を以下に述べる｡

(1)パーソナルコンピュータを制御装置とし,これに3台

のプリンタ(JR券発券プリンタ,クーポンプリンタおよび

ジャーナルプリンタ)を接続して端末装置を構成している｡

(2)プリンタ印字中に次の業務画面のキー入力ができる

先行人力方式を採用し,操作性の改善と処理時間の短縮

を図っている｡

(3)入力項目に応じ,順次選択項目を表示する逐次ガイ

ダンス方式を採用し,オペレータの人力項目選択の労力

を軽減している｡

本端末システムは,東京から大阪までの東海道新幹線

沿線,およびJR東海の主要な旅行センターに設置され,

1989年6月から稼動している｡同社の今後の旅行業務拡

大に寄与するものと期待されている｡

"〝 ち′
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名古屋駅旅行センター内の端末システム

磁気ディスク装 "DK816-20/DK816-20P”

業界標準の高性能なIPl-2インタフェース仕様で,大容

量(2,000/1,869Mバイト),高速データ転送(4.5/9.OM

ノ(イト/秒),14msの平均シーク時間を達成した｡

近年,コンピュータリゼーションの進展がますます激

化するなかで,ディスク装置に対する高速･大容量化の

要求は一段と強まっている｡本磁気ディスク装置は,こ

うした要求にこたえたものである｡主に科学技術計算や

CAD/CAMなどに用いられるスーパーミニコンピュー

タおよび高速ワークステーション,さらに高速データ転

送を必要とするグラフィックなどの外部記憶装置用とし

て開発された｡

本開発では高保磁力磁性粉を塗布したコーティング円

板,薄膜ヘッド,低ノイズリードライトICなぜによって

高密度記録化を図り,記録容量2Gバイト(並列転送方式

の場合1,869Mバイト),データ転送速度4.5Mバイト/秒

(並列転送方式の場合9.OMバイト/秒)を達成した｡さら

に,従来機種で実績のある高剛性リニアアクチエエータ,

高出力ボイスコイルモータ,両持スピンドルなどを使用

してトラック間アクセス時間2ms,平均アクセス時間14

msを実現している｡インタフェースとしては,業界標準

のIPト2インタフェースを具備したほか,デュアルポー

トもサポートしている｡そのうえ,直流電源も内蔵して

いるのできわめて使いやすくなっている｡

海

DK816-20磁気ディスク装置
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高速･多機能水平形プリンタ

クリエイティブワ瓜ノラプチ∝■シ≡∴2舵i言ご至二l:_ごこにノ■よコ‾‾いっ‾【ノ貞ノノー

ロセツサの出力機器として接続さキ

機能水平形プリンタを開発した｡

戸F二i白〕芋二沖～プニき高i喪)考

日立製作所では,顧客のニーズにこたえて従来機種よ

りも印字速度が42%上がった100字/秒の高速･多機能水

平形プリンタを開発した｡

このプリンタは,クリエイティブワークステーション

2020/2050,オフィスプロセッサの出力機器として接続便

用されるもので,連続帳票と単票とを同時にセットでき

る日立製作所独白の機能を備えている｡また,水平形プ

リンタ本来の操作性の良さに加えて,今回新たに開発し

た自動紙厚調整機能を採用しているので,さらに使い勝

手が向上している｡

デザインはヴェガホワイトの色調に,曲線を取り入れ

たものとした｡低騒音化の実現とあいまって,よりオフ

ィス環境にマッチしたプリンタとなっている｡

主な特長は次のとおりである｡

ナノ宰ヨ

高速多機能水平形プリンタ

ノ

､
＼
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漢字100字/秒の高速印字

連続帳票と単票の同時セット可

自動紙厚調整機構付き

多種多様な用紙に対応可能

＼

l●

ワークステーション用高速OCR"HT-4175･4176”

コンパクトな卓上サイズなから大形帳票にも小形帳票に

も対応する高速ワコクステーションOCRを開発した｡強力

な修正支援機能を備え,手書き漢字の読取りも可能である｡

HT-4175･4176は,ワークステーション接続形の光学

的文字読取り装置で,クリエイティブワークステーショ

ン2050/32に接続して,容易にオンラインシステムを構築

できる｡主な特長を以下に述べる｡

(1)コンパクトサイズ

週刊誌見開き大のB4サイズの大形帳票も読取り可能

で,LかもA8サイズの小形伝票では毎分250枚の高速読

取りを誇る,汎(はん)用･高速なOCRでありながら,卓

上サイズを実現した｡

(2)強力な修正支援機能

ワークステーション画面に,読取り結果とオーバーラ

ップして,修正対象文字列の画像や,参照したい備考メ

モの画像を表示するので,修正時に帳票を見る必要がない｡

(3)手書き漢字読取り

常用漢字を始めとする,約2,400字種の手書き漢字を読

み取る｡

(4)ユーザー岡有プログラム作成支援

プログラムプロダクトOCRパッケージを準備した｡標

準的なOCR業務はたプごちに稼動できるだけでなく,ユー

ザー固有の業務プログラムを作成する場合も,豊富な機

能を持ったライブラリを利用できる｡

以上のように強力かつ柔軟な機能を持つ本装置は,保

険業の申し込み受付け業務,経理部門の会計窓口業務な

ど,広い分野での第一線入力ヘの活用が可能である｡
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HT-4175･4】76ワークステーションOCR(左側)
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オフィスプロセッサ｢H什ACL-700シリーズ+

L-700シリ"ズは,最新技術を採用したオフィスプロセッ

サである｡特に使い勝手については,知的帳票認識機能

"BELIEVE''や自律分散工ハーランなどかある｡

L-700シリーズのコンセプトは,Elegant,IntelligeIlt,

Sophisticatedの3点で,これらを実現するためにノ､-ド

ゥェア,ソフトウェアの最新技術を採用している｡

(1)Elegant

BiCMOSフルカスタムVLSIを始めとする最新半導体

技術による小形化,高性能化,省エネルギー化とそれを牛

かした新デザイン,3色カラーバリエーションを用意した｡

(2)Intelligent

知的帳票認識機能"BELIEVE”による日勤プログラム

作成機能やオフィスプロセッサ問でファイルの粁/了エバッ

クアップを行う自律分散エバーランなど,使い勝子の向

_Lを図った｡
(3)Sophisticated

主要4業務を統合した統合業務システム,統合サポー

トセンタなどによるアプリケーションシステムの支援を

強化した｡

以下に使い勝手向上の技術について説明する｡

l.知的帳票認識機能"BEL肛VE”

オフィスプロセッサで取り扱う帳票,伝票には多くの

椎類がある｡これらの帳票に合わせたプログラム作成を

容易にしたのが`BELIEVE'である｡

いろいろな様式で印刷された帳票をイメージリーダで

読み込み,画像処理を行うことによってけい線の位置な

どを認識し,文字認識処理を行うことによって項H名称

を認識する｡この結果,帳票の書式,項臼とデータベー

スの対応を得ることができる｡次に,あらかじめ作成し

た業務の知識辞書を参照することによって,帳票に合わ

せたプログラムのプロトタイプを自動的に作成する｡

このプロトタイプのプログラムは,第4仲代言語

ETOILE/OP用のものである｡コンパイルを行うことな

くたプごちに実行して,結果を見ながら修正Lていくこと

ができる｡このように,"BELIEVE”を使用すれば次のよ

うなメリットがある｡

･----■---､1
EEn

海

(1)帳票の古式をプログラミングするための,物差しで

長さを測ったりする手間が省略できる｡

(2)El､0ILE/OPプログラムのプロトタイプを日勤作戌

するので,業務プログラム開発が簡単になる｡また,経

験のない人でも-ワーく覚えられる｡

(3)帳票に合わせた人力両面のプロトタイプも自助作成

するので,プログラム作成の手間がさらに減少する｡ま

た,これはCOBOLでも利mできる｡

2.自律分散エバーラン

オフィスプロセッサの水平分散機能を使うと,褐数汽

のオフィスプロセッサがあたかも1台であるように,ど

このファイルも,どこのワークステーションも自システ

ムのものとl‾iijじように利用することができる｡

自律分散エバーランは,LANによる水平分散で,オフ

ィスプロセッサ間でファイルなどを相互バックアップす

る機能である｡

業務で使朋するファイルを別のオフィスプロセッサに

も持たせて二重化する｡一方に障害が起きても,他方に

よって業務を続行することができる｡そして,障′苦から

l_l口授すると,ファイルの内芥をコピーすることにより元

の二重系に戻る｡これらをOSの機能として実現している

ので,業務プログラムでは意識する必要がない｡

また,オフィスステーションで業務を行っている途中

で,別のオフィスステーションから,その続きを同じ【叫

向,同じカーソル位置から続行することもできる｡障害

あるいはオペレータに何かの必要が′t三じた場合に便利な

機能である｡

このように自律分散エバーランを利用すれば,次のよ

うなメリットがある｡

(1)緊急度の高い問い合わせ処理などに本機能を利川す

れば,重要ファイルの信頼件をより高くすることができ

る｡

(2)業務拡人などで,オフィスプロセッサを追加導人す

るとき,本機能を使えば垂一安ファイルのバックアップ運

片ほより軽減することができる｡

(3)実行l-トの業務を他のオフィスステーションから続行

したいときにも有効である｡
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L-700オフィスプロセッサのシステム外観
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光ディスクファイルシステム"HITFlJE650EX”

大量の文書を光ディスクに記録,保管できる光ディスク

ファイルシステムとして,業界初の書き換え可能な光ディス

クを採用したHITFILE65ロEXを開発した｡

HITFILE650EXは,光ディスクの有効利用などから

強いニーズのある書き換え可能形5インチ光ディスクを

光ディスクファイルシステムとして初めて採用した｡現

行tIITFILE65nEとの操作互換性,円根1枚当たり最大

1万8,000枚の鷺録容量と豊富な整理編集機能など,使い

勝手の向上を図った新モデルである｡

主な特長を以下に述べる｡

(1)書き換え可能な光ディスクを採用

今回採用した書き換え可能な光ディスクは,光磁気方

式を採用しており,記録→消去→記録‥･…を繰り返し何

回でも行うことができる｡システムとして現行追記形光

ディスクに比べ,次のような特長を備えている｡

(a)文書データの差し換えを繰り返しても記録エリア

を有効利用できる｡

書き換え可能形光ディスク

の㌣諌ヽ
追記形光ディスクの場合

削除指定

r

′
同じ記環エリアに差し換える｡ 旧文書データは削除指定を

行い,別の記録エリアヘ新

文書データを記鋳する｡

(b)文書名(タイトル情報)の変更も,文書データと同

/叩:〉`〟

丁軸聖≠

光ディスクファイルシステム"HITFtLE650EX”

様に同じ記録エリアでできる｡

(c)記録済みのデータをキャビネット(光ディスク片

面)またはファイル単位に消去することができ,光ディ

スクの再利用を‾吋能としている｡

(2)大容量光ディスクライブラリ装置をサポート

24枚収納タイプで43万2,000枚,48枚収納タイプで86万

4,000枚の大量文書を管理でき,1システム当たり光ディ

スク装置を4台,光ディスクライブラリ装置を2台まで

接続できるので最大約180フJ枚の文書を管理できる｡

(3)書き換え可能形および追記形5インチ光ディスクの

混在利用が可能

永久保存など書き換えを必要としない文書は追記形5

インチ光ディスクに,更新を頻繁に行う文書は書き換え

可能形5インチ光ディスクに,といったように用途に合

わせて光ディスクを使い分けることが1台のシステムで

できる｡

(4)HITFILE650Eからの増設が可能

追記形5インチ光ディスクを採用しているHITFILE650E

に対しても,書き換え可能形5インチ光ディスク装置の

増設を可能にした｡これによってHITFILE650Eでも

HITFILE650EXと同様に書き換え可能形5インチ光デ

ィスクを扱え,同一の機能を実現することができる｡

(5)HITFILE650Eとのネットワーク接続が可能

現行HITFILE650Eで実現する拡弓良ファイルシステム

(分散した複数部門から共通光ディスクファイルに対す

る登録･検索を行う｡)のネットワークヘの組み込みを可

能とした｡
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32ビットパーソナルコンピュータ`B32GX”

高機能化の市場ニーズにこたえるため,本格的32ピット

パーソナルコンピュータ(以下,パソコンと略す｡)B32GX

を,ビジネスパソコンB16シリーズの最上位機種として開発

した｡

ビジネスパソコン,OAの分野では,CAD,DTPなど

の応用製品やLANのファイルサーバなど,高機能を必要

とする用途への対応が求められている｡このようなニー

ズにこたえて､32ビットパソコンB32GXを開発した｡

主な特長は次のとおりである｡

(1)高速処理

MPUに80386(25MHz/20MHz)を採用し,キャッシ

ュメモリを搭載することで高速処理を実現した｡

(2)大容量

メインメモリは,標準2Mバイト,最大16Mバイトの

実装を可能とし,3.5インチ80Mバイトのハードディス

クを内蔵することで,今後さらに大規模で複雑になって

いくソフトウェアや,大容量のデータを扱うアプリケー

ションプログラムヘの対応を可能とした｡

(3)省スペース化

フロアスタンドタイプのデザインを採用することによ

り,省スペース化を実現Lた｡また,横置きも可能とし,

設置状況に応じて自由に選択できるようにした｡

〟-′､▲【-一〝′一∨,-Ⅳ･㌦‾M∧
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B32GX

(4)MS OS/2のサポート

B32(;Ⅹの機能を最大限に発揮できるOSとして,｢11本

譜MSOS/2+をサポートした｡

MS OS/2は,操作性のl‾fり上や高機能化のために,大規

模かつ複雑になっているアプリケーションプログラムわ

ニーズにこたえるもので,以下の特長を持っている｡

(a)大容量メモリのサポート

仮想記憶により,論理空間1Gバイトをアプリケー

ションで利鞘できる｡

(b)マルチタスク機能

タイムスライスによって同時に複数のプログラムを

実行することができる｡

(c)保護機能

プログラムごとに,OSでメモリ空間を完全に分離し

て保護する｡

(d)プレゼンテーションマネージャー

マルチウインドウによる直感的で使いやすいユーザ

ーインタフェースを実現し,操作性を統一した｡
今後のB32シリーズの展開とLては,MPUに80386SX

(16MHz)を採用したラップトップパソコンB32LXH,

さらにカラー液晶を使用したB32LXCを発売しラインア

ップ化を図る｡
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ワードプロセッサによるレーザプリンタシステム

高速･高精細･低騒音を特長とするレーザプリンタを中

心に,複数台のワ一ドパルとネットワークを構築できるレー

ザプリンタシステムを充実した｡

[1本譜ワードプロセッサ･ワードパルシリーズは,ワ

ードプロセッサ(以下,ワープロと略す｡)利用の拡大とと

もに機能および機種の允実を図り,市場の好評を得てき

た｡印字部には｢速く+,｢美しく+という基本的ニーズ

に加え,特に｢静かさ+を求める声が高まっている｡こ

のようなニーズにこたえてレーザプリンタシステムを提

供Lてきた｡

今川レーザプリンタをより有効に捕用するものとし

て,1台のレーザプリンタを授数のワープロで共通利別

するシステム｢LPネット+を開発した｡また,これを利

=するワープロとして,オフィス分昔帥j川にjl左通化した

｢ワードパルLF500+と,仙女な編集作業を‾吋能にLた｢ド

キュメントワープロ･スーパー300n+を新たに開発し,

ワードパルシリーズのシステム利肘を吋能にした｡

以‾卜に待機器の特長を紺介する｡

(1)レーザプリンタ"LI)-A32”

(こl)1tさi速(姑人8杖/分),岳ドット密度(240ドット/イ

ンチ)､低騒一占て､ぁる｡

(b)A3サイズからはがきサイズの榊紙まで印刷で

き,また何時に2種類の印紙をセットしておき,自軌
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レーザプリンタネットワークシステム

的に選択する｢2カセット方式+である｡

(2)LPネット

(a)1台のレーザプリンタに,最人8台のワープロを

機秤混在して接続できる(接続機種:LF500,320HD,

620HD,スーパー1000,スーパー3000)｡複数台接続す

ることによって,大幅なコスト低減と省スペース効果

がもたらされる｡

(1〕)ケーブル艮は最大100mまで延長でき,フレキシ

ブルなオフィスレイアウトを実現できる｡

(3)ラップトップ形ワープロ･ワードパルLF500

(a)660ドット×400ドット(41字×20行),バックライト

付きの見やすい白票液晶表ホの本格ビジネスワープロ

である｡CRT機に比べ設置スペースで約50%,容積で

約25%の省スペースとなるラップトップ形状である｡

(b)ビジネス機能を搭載し,さらに論文などの良い文

吉作成に効果的な｢構成支援機能+,文書作成中でも使

える｢メモ機能+を搭載した｡

(c)従来のワードパルと高いファイル相互イ了二換性を実

現した｡

(4)ドキュメントワープロ･スーパー3000

(a)マルチウインドウ表示とマウスの利用で,切りば

り感覚の編集作業ができる｡自由なレイアウト変更が

‾吋能で複数の文吉統合も自在である｡

(l))40Mバイトハードディスクを備えた高機能ワー

プロであり,キャビネットやファイルと同様な感覚で

簡単に文吉管理が実現できる｡

(C)24ドット/文字,16ドット/文字,レイアウト(8ド

ット/文字)表示のどの表ホモードでも編集できる高精
細臼崇15インチCRTを搭載している｡

(d)A4サイズイメージスキャナをはじめ,アウトラ

インフォント,パルカルク,ワープロコミュニケーシ

ョンなどの幅広いオプションをサポートする｡

Jき1トl
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ワードパルLF500
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パーソナルCADシステム"GMM-100”

GMMt川0は,CPUに32ビットパーソナルコンピュータ

B32GXを採用して,従来機比約2倍の高速処理を実現し

た｡さらに,図面入力装置などをサポートして周辺機能を強

化した｡

パーソナルCAD``GMM''は,設計作業の効率化,図

面品質の均一化などをR的に1983年に開発された汎(は

ん)用CADシステムである｡

今回,CPUに32ビットパーソナルコンピュータB32GX

を採用した"GMM-100''を開発した｡従来機(GMM-85)

に比べ約2倍の高速化を図るとともに,図面入力装置,

静電プロッタおよびDTP(デスクトップパブリッシン

グ)システムへのコンバージョンソフトなどをサポート

し,周辺機能の拡充を図っている｡

GMM-100の主な特長は次のとおりである｡

(1)高速化

処理速度を約2倍に高速化したほか,RAMディスク

を利用して,部品,マクロ検索処理を従来機比約3～20

倍に高速化した｡

(2)基本機能強化

多角形･実体トリミング(多角形や図形の外形を指定し,

陛l形の中を中抜きする機能),水平･垂直の作図簡易化(始

点と人力された点の間を水平･垂直線で結ぶ折線を描

く｡)などの機能を強化した｡

(3)周辺機能強化

手書き凶而(Al～B5)などをGMMのデータとして

人力できる図面人力装置や,高速出力可能なAlモノク

ロ静電プロッタをサポートした｡GMMの図面データを

電了一編集シス

テ ム"HIT-

CAP”に渡す

ためのコンバ

ージョンソフ

ト,他のCAD

システムと小

間ファイル形

式でデータを

やりとりする

D X F や,

PCESのコン

バージョンソ

フトも川意し

た｡
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パーソナルCAD``GMM-100”

大容量3.5インチ磁気ディスク装置"DK312C”

3.5インチ磁気ディスク装置の市場要求である大容量化

にこたえ,高密度記録化および高密度実装によって世界最

大級容量を達成したDlく312Cを開発し,量産を開始した｡

ますます高度化,多様化するOAシステムの記憶装置

として,3.5インチ磁気ディスク装買は年率50%の高い

伸びが予測されている｡今帆 この市場向けに世界最大

級容量を実現したDK312Cを開発し,景産を開始した｡

本装置はスパッタ円板とメタル インギャップヘッド

の組み合わせによる高密度磁気記録技術,および円板6

枚の高密度実装設計によって他界最大級容量251Mバイ

トを達成した｡さらに,セクタサーボ`方式の実用化によ

って,平均シーク時間がリード時16msと従来の連続サ

ーボ方式と同等の性能を実現した｡セクタサーボ方式は,
高トラック密度化に適した制御方式であるが,セクタ単

位にあらかじめ記録された不連続信号の情報で位置決め

制御を行うので,高速高精度の位置決め,シーク性能を

得ることは比較的困難とされていた｡本装置では信号処

理をディジタル化するとともに,高度な判断機能をプロ

グラム化することによって従来方式と同等の性能を達成

した｡このDK312Cは高性能,高速･小形化の要求に合致

した製占占として,大きな需要が期待され,樟梅的な受注

活動が展開されている｡

確嘘

3.5インチ磁気ディスク装置"DK312C”
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高精細光プリンタ`SL-2000”

オフィスで高品位の文書を作成するという要求にこたえ

て,600dpiの精細度を持つ光プリンタSL-2000を開発し

た｡

光プリンタは,高速かつ高品位の印字が可能なことか

ら,各種OA機器の出力端末としての用途が拡大してき

ている｡

SL-2000は,400～600dpiの高精細印字性能と,12～25

ppmの高速印字性能を兼ね備えたプリンタである｡また,

長寿命･高信頼性はもとより,操作性･保守性を重視し

た設計で,光ファイルシステム･電算写植･DTPシステ

ムをはじめとする各種システムのニーズに幅広く対応で

きる｡

主な特徴を以下に述べる｡

(1)長寿命･高信頼設計によって,毎分25枚,毎月2万

5,000枚の高速･大量出力を可能とし7こ｡

(2)高精度メカニズム,微細トナー,微小スポットレー

ザ光学系の開発によって,600dpiの高精細･高品位印字

を可能とした｡

(3)システム整合性の良い前面給排紙･コンパクト設計

とした｡使いやすさもこのクラス最高である｡

(4)消耗品･保守部品をすべてユニット化したイージー

メンテナンス設計とした｡

(5)最大A3サイズまで出力することができる｡
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高精細光プリンタ"SL-2000”

/
一
㌧

高画質21形超高精細フラットディスプレイシリーズ

EWS,DTP用として,2ほ壬フラットタイプブラウン管を

使用した高画質,超高精細カラーディスプレイCM2186

AF,およびモノクロームディスプレイMM2136AFを開発

し発売した｡

EWS,DTP用ディスプレイは,｢見やすさ+,｢使いや

すさ+に関する人間工学的な配慮に対する要求がますま

す強まってきている｡

H立製作所はかねてから,これらの要求を追求したデ

ィスプレイの開発を進めてきた｡それをさらに前進させ

たのが今回の新シリーズである｡

従来,この用途に使用されていたディスプレイに比べ

て,フォー■カス性能を大幅に高めた｡さらに,画面サイ

ズも20形から21形へと大形化を図り,外光反射を大幅に

低減したフラットタイプブラウン管を開発するなど新技

術を大幅に採用している｡

本ディスプレイは,次のような特長を備えている｡

(1)新開発21形フラットタイプ(曲率半径1,730mm)ブ

ラウン管とARパネルによって外光反射を大幅に低減し

見やすさを改善した｡

(2)ダイナミックフォーカス回路の開発によって,周辺

部までのフォーカス性能を改善した｡

(3)高速水平走査(75kHz),高速垂直走査(70Hz)によ

つて,大幅なフリッカ低減を図り,かつ1,240ドット(水
平)×1,024ドット(垂直)の高解像度を実現した｡

(4)画面位置を作業しやすい位置に設定可能なチルト

(上下方向の角度調節),スイーベル(水平回転方向の角度

調節)機構付きカラー,モノクローム共通デザインキャビ

ネットである｡

発売以来,高画質とともにカラー,モノクローム共通

のデザインが評価され,EWS,DTP用ディスプレイとし

ての新方向を示すものと期待されている｡

CM2186AF

82



企業情報ネットワークと国際複合ネットワーク

国内はもちろん国際間の企業情報通信サービスに適用

するネットワーク製品を強化しつつある｡

t.国内企業情報通信ネットワーク

日立製作所はマルチメディアを扱うことが可能なディ

ジタル通信技術を母体に,ユーザーに要求される情報通

信のトラフィック,情報の帯域,綱コストなどから生成

される任意の網トポロジーに対応が可能なPLANETシ

ステム製品を供給している｡

すなわち,図=に示す情報通信網の階層構造ののうち,

端末群～通信処理層間の範囲をカバーするのが

PLANETである｡このため1985年以来,国内企業綱を対

象に,次のようなシステム,製品などを開発して市場に

提供している｡

(1)伝送層に対応するマルチメディア多重化装置HIT-

MUXシリーズ(特に,HITMUXlOO/200は多重化装置と

して初めて電気通信端末機器審査協会のINS64/1500共

用の適合性認可を受けている｡),トークンリングLANの

TR4およびFDDI準拠の基幹LANであるBN-100

(2)交換層に対応するディジタルPBXのCX5000/2000

シリーズ

(3)通信処理層に対応するパケット交換システムPS400,

音声メールシステムHIMAIL-Ⅴ,ファックスメールシ

ステムHIMAIL-Fおよびメッセージメールシステムd-

MAIL

(4)端末群についてはTV会議システムHiTFACE64お

よびディジタル多機能電話機CXPhone

一方,1984以来,世界的に公衆網のISDN化が進んでき

たので,上記PBX,HITMUX,HiTFACE64はいずれも

ISDN基本群および一次群をサポートできるようにし

た｡そして,各種のデータ端末を直接ISDN基本群に接続

し,顧客の利便化とPLANETの適用拡大を図るターミ

ナルアダプタHN-5101などを端末群に加えた｡

このような製品群を基に,顧客の要望どおりにネット

ワークを構築し,高信頼で運用するため,構築を支援す

るためのNETGUIDEおよびネットワークの管理･運用

を効率的に行う統合ネットワーク管理NETMシステム

を開発している｡

2.国際企業情報通信ネットワーク

PLANETシステムを母体として,国際専用ディジタ

ル通信回線の有効利用を図るシステムおよび国際標準プ

ロトコルによるメッセージシステムを開発し,音声,デ

ータおよびメッセージを複合して国際間情報通信サービ

スに対応する国際複合情報通信ネットワークシステムを

開発した｡現在,このシステムは複数の国際企業顧客に

よって順調に運用されている｡

本ネットワークシステムの基本部分の例を図2に示

(△

す｡主な特徴は以下のとおりである｡

(1)電話通信の無音時間に他の情報(例えばデータ)を送

れば回線の利用度は向上する｡この原理を複数の通信回

線に同時に適用して,特定のパケット信号を比較的高速

で転送するTADIシステムを導入し,経済的な国際通信

綱が構築できるようにしている｡さらに,TADIでは高品

質･高能率の音声圧縮を行い,電話通信だけでも回線の

経済化が図れるようになっている｡

(2)従来テレックスで行われていた国際メッセージ通信

は,急速にファクシミリヘと替わりつつある｡これに対

処するため,CCITT勧告に準拠したプロトコルをサポー

トする蓄積交換装置MHPによって,テレックス端末お

よび高画質･高品質･高速通信が可能なG4ファクシミリ

間の蓄積通信を行う｡また,このシステムはMHS用ファ

クシミリ端末制御装置MHSFTSを介してG3ファクシ

ミリ～G4ファクシミリ間の通信が可能である｡

今後は,国内,国外を問わず企業情報通信綱では,い

わゆる異機種システム間の相互接続が重要な課題となろ

う｡そのため,図1の情報処理層のサイドからOSIを採用

した日立拡張ネットワークアーキテクチャHNA/EX2

を開発し,OSI実装規約に準拠した製品の提供を進めて

いる｡

回
情報処理層

図l情報通信網の階層構成
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lSDN用交換機

ISDNサービス需要の立ち上がりに備え,収容回線数を

大幅に増加させるとともに,格段に小形化を図った高性能

ISDN用交換機を開発した｡

高度情報社会の重要なインフラストラクチャである

ISDN(サービス総合ディジタル綱)は,わが国では1988

年4月にINSネット64が,1989年6月にINSネット1500

がそれぞれサービスを開始した｡また,そのサービス提

供地域は1989年度末209都市,1990jF庭木260都市と着々

と拡大が計画されており,今後急激に加入者数が増加し

ていく ものと期待されている｡

この需要の克ち__Lがりに対応するため,(1)通話路容量

を拡大して収容回線数を大幅に拡大,(2)従来に比べて飛

躍的に小形化を進めてフロアスペースの削減,.t皐期間

の短縮,および保全作業性の向_Lを図った高性能ISDN

用交換機を開発し,1990年2月から日本電信電話株式会

社に納入する予定である｡

高性能ISDN用交換機の主な特徴は次のとおりであ

る｡(1)最新の半導体技術を駆使して,1チップLAPDプロ

トコルLSI,高多重(従米比4倍)時間スイッチLSIを便

糊したほか,随所にゲートアレーLSIを使用した｡(2)高

速･高密度実装技術の採用によって,ISDN用交換機内部

の装置間接続を32Mビット/秒(従来比4倍)で行うとと

もに,Ⅰインタフェースのプロトコル処理回路部(LAPD)

体積を従来比約÷とした｡(3)250Mバイト3.5インチハー
ドディスクの採用など,汎(はん)用技術の進歩を積極的

に括糊した｡
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lSDN･PBXネットワーク

複合PBX CX5DO8シリーズはPBX間にISDNイン

タフェースを採用し,公衆網,ディジタル専用線を使った私 他｡｡X

設網のインテリジ工ント化を進めている｡

(1)企業内通信網インテリジェント化の背景

高速ディジタル回線の普及に伴い,企業内通信網でも

通信サービス高壕化のニーズが高まっている｡これに対

応するために,国内外の標準化機関では公衆網ですでに

実用化さオlているISDN一次群イ ンタフェース

(CCITT･Ⅰシリーズ勧告)を朴､たPBX圃ディジタルイ

ンタフェ1スの標準化を進めている｡これによって私設

網のマルチベンダ化,網のインテリジェント化への柔軟

な対応が‾叶絶となる｡

(2)CX5000シリーズによる企業内通信網のインテリジ

ェント化

複合PBXCX5000シリーズでは,公衆網,専用線接続

に上記標準インタフェースをベースに,応用サービスを

充実させたインテリジェントネットワークの構築に枯=ナ

た開発を進めており,次の特長を持つ｡

(a)専別線から公衆網へのうl叫機能によって,ピーク

ディジタル

専用線(SD)

〔ニメ5〔)D〔)/
200口

(保守運用端末)･こテ一夕へ-ス〕

1S[〕N

専用線

(斬SD)

lS[)N

専用線(丁り

lSDN

公衆網

CX5000/
200D

OCメl

▼

準き要撃_+

lSDN･P日Xネットワーク

時のトラヒック対策を行いランニングコストの低嘩を

図る｡

(b)卿平者番号通知のようなISDN公衆網の提供する

サービスを,ネットワーク内のPI∃Ⅹに収容される内線

端末に提供する｡

(c)内線の自動呼び返し,メッセージウェイティング

といった従来単一局内で実現していたサービスを,綱

内の任意の内線端末に対して提供する｡

(d)内線サービスクラス,課金情報などの,PBX運用

管理データベースに関する綱内での集中管理を行う｡
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海外向けD70Hディジタル交換機

豊富な実績と高機能な日本電信電話株式会社向けD7D

形自動交換機をベースに海外向け仕様を折り込み,かつ幅広

い適用領域を持ったD70Hディジタル交換機を開発した｡

海外市場では先進国だけでなく発展途上国でもISDN

への対応が可能で,しかも小容量から大容量までの全域

にわたって経済的,かつ保守運用の容易な公衆通信用交

換機が求められている｡そこで,日本電信電話株式会社

と共同開発したD70形自動交換機をベースに,海外市場

ニーズを満たすために開発したのがD70Hディジタル交

換機である｡

主な特長は,次のとおりである｡

(1)市内局,市外局,遠隔集線局の各種交換階梯(てい)お

よび小塙から大局までの幅広い領域に対して,統一したア

ーキテクチャ(ハードウェア,ソフトウェア)で対応できる｡

(2)交換装置に加え,整流器,バッテリなど内蔵した可

搬形(海上コンテナサイズ)も用意している｡

(3)各国でのディジタル回線などの多様なインタフェー

ス条件,および共通線信号方式など多種の信号‾方式に対

応できる｡

(4)マルチウインドウ,グラフィック表示機能のあるワ

ークステーションを保守端末として用い,保守運用を容

易にしている｡

(5)アナログ,ディジタル同線インタフェースの自動試

験引き込み機能を持ち,障害切り分けを容易にしている｡

(6)CMOSLSI,VLSIを多量に使用し,小形化,低消雪

電力化および高信頼化を経済的に実現している｡

本交換機の標準的なシステム容量

機 種 最大回線数 最大呼量 適用階梯(てい)

大 局 128′000端子 9′600アーラン

市内局,市外局
小 局 4′000 300

遠隔集線局 4′000 300

■‾‾‾■■■■‾‾Jr

≡童き室
室室重義岳

===ミ;≡:実

≡≡≡喜

≡≡喜≡

㌻≡≡童喜喜≡

拝

D70Hディジタル交換機

/

キャプテン商用ⅠⅠ期ビデオテックス通信処理装

日本電信電話株式会社にキャプテン商用1Ⅰ期用ビデオ

テックス通信処理装置システムを納入した｡

日本電信電話株式会社は,1984年11月のキャプテン南

川サービス開始以来,大阪VCPセンタの新設をはじめと

する,ビデオテックス通信網の機能拡充を行い,増加す

る利用者(端末)と情報センタの収容に対処してきた｡

これら商用Ⅰ期システムとiネ別に,通信網設備の経済

化をH自勺にビデオテックス通信網の改良形システムを開

発した｡これが商用ⅠⅠ期システみである｡

1989年4月にR本電信電話株式会社は,東京DVCI)セ

ンタで本システムの商梢サービスを開始した｡

本システムの特長は次のとおりである｡

(1)DIPSVシリーズの採用

(2)高速･光ループチャネルの採用

(3)システムの集中監視と自動運転の実現

(4)オフライン夜間バッチの完全廃止

(5)交換網のディジタル化への対処

情報センタ

ビデオテックス

通信網

利用者収容網

利用者端末

大阪VCP

DF

Mシリーズ

巨]

東京〉CP

DF

商用ⅠⅠ期

東京DVCP

DF

∨シリーズ

電話網

キャプテンの構成

7主:略語説明

VCP:ビデオテックス通信処理装置

DVCP:ディジタルビデオテックス通信処理装置

CAPFニキャプテン情報処理装置

DF:直接型情報センタ

TGS:通信処理装置関門交換機
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多著聞マルチメディア電子対話システム

電話をかけながら,各利用者のワークステーションに

表示した資料を変更し合うことによって,離れたオフィ

スにいる人どうしが一堂に会しているかのように打ち合

わせを行うことができる｢多者間電子対話システム+を

開発した｡ISDNやLANなどの大容量･高速通信網に,

電話機とワークステーション2050/32をつないで実現し

たものである｡

特徴としては,以下の点が挙げられる｡

(1)複数の利用者が容易に打ち合わせに参加･離席できる｡

(2)ワークステーションのマルチメディア文書編集ソフ

トウェア(20500FISシリーズ)など,多様な既存プログ

ラムや情報を,従来の操作で共同利用できる｡

(3)音声,指示棒,手書きペンを併用して,自由に意見

交換ができる｡

このシステムの利用分野として,遠隔地間で

(1)同じ資料を見ながら,簡易な打ち合わせを行う｡

(2)複数の人が共同で資料やプログラムを作成する｡

(3)図面を参照し合いながら技術相談や教育を行う｡

など多くの対象が考えられている｡この電子対話システ

ムの活用によって,新たな効率的オフィス業務形態が実

現できるものと期待される｡

(2)遠隔編集

(3)指示樺

(4)ベン

ーク
古畳_

♂

c離席且甘

(5)音声通話

電子対話実験システム画面側

C参加

(1)通信路

設定解放

lク

≡丁〟濫M‾▼'召

左二軋

多著聞マルチメディア電子対話システム機能概要

川FAXネットワークを広げる8Mシリーズ,HF48シリーズ

近年のファクシミリ市場では,個人商店や小規模事業

所用には,電話機能の充実した廉価版普及形ファクシミ

リの需要が多い｡また,大･中企業用には,メモリ機能

とネットワーク機能を強化した多機能ファクシミリの需

要が増大している｡このようなニーズにこたえるため,

普及形ファクシミリ8Mシリーズと多機能ファクシミリ

HF48シリーズを開発した｡

8Mシリーズの特長は以下のとおりである｡

(1)メモリ機能

‡Mバイトのメモリを内蔵し,同報送信や記録紙切れ
時の代行受信が可能である｡

(2)電子電話帳

あて先を片仮名,英文字などで登録し,指定文字検索

によって,相手先受信画にあて先を自動付加した自動送

信が可能である｡

(3)誤り訂正機能

国際規格の誤り訂正方式の採用で,誤りのない正確な

記録画が再現可能である｡

(4)留守録機能

音声録音ICによる留守録機能を内蔵し,留守番電話と

しての有効活用が可能である｡

HF48シリーズの特長は以下のとおりである｡

(1)高画質

スーパーハーフトーン機能で,文字と写真が混在する

原稿も鮮明に記録可能である｡

(2)誤り訂正機能

国際規格の誤り訂正方式の採用で,誤りのない正確な

記録画が再現可能である｡

(3)漢字電子電話帳

あて先を漢字で登録し,漢字あて先を付加した自動送

信が可能である｡

(4)中継同報機能

HF48M2/MK2については,中継送信依頼された情報

を中継し最大100か所に同報でき,ファクシミリネットワ

ークの構築が可能である｡

‾
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8Mシリーズ HF48シリーズ
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東海道･山陽新幹線列車無線システム

新幹線列車無線システムは,列車の運転制御に関する

指令伝達を行う指令系と,車上乗務員の業務連絡用およ

び乗客と地上加入者の一般電話接続サービスを目的とし

た業務公衆系で構成している｡

本システムは,1964年の東海道新幹線開業以来使用さ

れてきたが,近年,高品質化･高信頼化の要求が高まり,

全面的な更新を行った｡

更新内容を次に述べる｡

(1)東海道区間はLCX〔漏洩(えい)同軸ケーブル〕化し

て通信容量の増加,伝送品質の向上を図った｡

(2)山陽区間は既設空間波設備を流用したが,東海道区

間と同等の機能向上を図った｡

(3)公衆電話機のカード化,全国ダイヤル自動化を行い,

同時に電話機設置台数を大幅に増加した｡

業務公衆系にはディジタル交換機を採用した｡次にそ

の特長を述べる｡

(1)共通線信号方式の採用

業務公衆系交換機間に採用した｡CCITT No.7方式に

列車無線特有の列車呼び出し,通話中列車移動に伴う追

跡指示などの信号を追加した｡

(2)回線瞬断に強い独自の対移動局信号方式を採用

業務公衆系交換機～移動局間は,無線区間を含むため

瞬断が多い｡そこで,一般のMFC信号方式を改良して独

自の信号方式を開発し,瞬断があっても呼接続に影響が

山陽区間

無線基地局
(従来設備)

ないようにした｡

(3)列車在線位置情報による列車呼び出し

従来は,列車在線位置が不明であったため,東京から

博多まで全線に渡って列車呼び出しを行っていた｡これ

を列車在線位置情報によって該当区間だけを呼び出す方

式とし,むだなリソースの捕捉(そく)を抑えた｡

(4)課金機能および詳細呼情報の採取

業務公衆系交換機で通話料金を決定し,移動局に通知

するとともに,呼ごとに詳細情報を採取し,各種トラヒ

ック,課金管理データを提供できるようにした｡

1989年,3月8日システム切り替えを無事完了し,順

調に稼動可】である｡新幹線の車上から街頭の公衆電話機

と同一方法で使用できる十分な電話機台数や回線数が確

保されたなど,乗客から好評を得ている｡また,回線レ

ベル配分の全面見直しを行い,最適にすることで通話品

質を大幅に向上させた｡この結果,乗客の利用はシステ

ム変更前の約8倍に増加した｡

位5膵対

顔顔中

東海道区間

叫-【jrT･㌣ト叫-.句,
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轡ぎ
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･姦.

業務公衆系交換機

移動局 公衆電話機

LCXケーブル

無線基地局 無線基地局

:■;

小倉局;ご二

:I:

新大阪局

共通強情号網

光デイウ女ル伝送網

+R電話網

刊T†公衆馬琴欝

東海道･山陽新幹線列車無線システム概要構成図

東京局

;■■:

設備数

業務公衆系
交換機

指令系
交換機

無線基地局
東京一新大阪間31局
指令系交換機
東京1局
業務公衆系交換機
東京,静岡,名古屋,

新大阪,岡山,広島,
小倉の計7局

87



小形端局装

カロ入書か少ない地域でも,各種通信サービスを効率よく

伝送できる小形で経済的な光伝送装置を開発した｡

情報通信の多様化とともに,各種専用線サービスや交

換サービスに対する加入者の要求が強まっている｡

しかし,加入者の少ない地域でサービスを展開をする

ためには,地域ごとに加入者線を多重化して効率よく伝

送する必要がある｡そうしたニーズにこたえるため,最

新のディジタル多重化LSIを用い,小形で経済的な小形

端局装置を製品化した｡

本装置の主な特長は次のとおりである｡

(1)′ト形端局装置は加入者線多重伝送装置と光伝送装置

の2筐(きょう)体で,論理回路部の大幅なLSI化によっ

て小形構成を実現した｡

(2)加入者系専輔線サービス(音声回線,高速ディジタル

回線),交換サービス(ディジタルPBX【叶線,アナログ

PBX回線)を必要に応じて組み合わせることができる｡

(3)ディジタルー次群信号からディジタル四次群信号ま

での多重化を,予備系を含めシステム単位で1筐体にま

とめて実装し,保守の容易化とフロアスペースの節約を

図った｡

なお,本装置の開発に当たっては,東京通信ネットワ

ーク株式会社の指導を得た｡

i;農

小形端局装置

TCM-1形多重変換装

国際電信電話諮問委員会(CCITT)で勧告された新し

い伝送規格に適合する中継伝送用多重変換装置を製品化

した｡

ディジタル通信サービスの発展に伴いディジタルネッ

トワークには機能や品質の高度化,多様化が要求され,

電話サービス7ごけでなく将来の広帯域サービスの提供も

可能な新しいディジタル伝送路網の検討が世界的に行わ

れている｡

1989年国際電信電話諮問委員会(CCITT)で,ディジタ

ル綱に最適な凶際標準となるインタフェースが勧告され

た｡本装置はこれに適合した多重変換装置で,日本電信

電話株式会社の指導を受けて開発を進め米凶をはじめと

する諸外的に先駆けて製品化したものである｡

本装置の機能は,交換機などからの2,8,1.5,6Mビ

ット/秒ディジタル信号を,効率よく50,150Mビット/秒

に多重化し光ファイバを用いて高速に伝送するものであ

る｡1筐(きょう)体当たり電話音声換算で1万チャネル

の信号を収容することができる｡

本製品の特長は次のとおりである｡

(1)従来複数装置で実現していた機能を複合化すると同

時に,大幅なLSI化を行い,装置を小形化(従来比÷)し
た｡これによって,機械室の省スペース化,高信頼化が

実現できる｡

(2)装置を完全二重化構成とし,自己診断機能を取り人

れたことによって故障時の切換え,および故障部分の診

断が自動的に行われ,障害復旧作業が簡単に行える｡

(3)装置稼動状態のモニタ,運用条件の変更など保守運

桐にかかわる操作をすべて外部から制御することがで

き,保守作業が人幅に省力化

できる｡
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低速のディジタル信号を多重化

し高速光信号に変換する｡
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TCM-1形多重変換装置

88



社内遠隔教育システム

本システムは通信衛星を用いた遠隔教育システムであ

る｡ニューメディアを駆使して,双方向映像送信を可能とし

ており,次代の遠隔教育の基盤となるものと期待されてい

る｡

社内遠隔教育システムは,日立製作所大森第二別館の

スタジオ教室で行われる授業内容(映像,音声)を,衛星

過信l可線を使って関西支店,中部支店を始めとする全支

J占の各リモート教室に対して,同事朗勺に送信し,同時遠

隔教育を‾吋能にするシステムである｡

各教室からの質問応答(映像･音声)も全教室に送信し

て対話的に行うことができるので,講師と受講生間の臨

場感のある教育環境が実現される｡ここではCATV室内

装置,高精細ディスプレイなどのニューメディアが駆使

されており,衛星通信の特質を生かした新しいメディア

による教育システムとなっている｡

衛星を用いた教育システムは家電,コンピュータ,自

動車,保険など幅広い分野に広がろうとしている｡本シ

ステムの主な特徴は次のとおりである｡

(1)双方向性を重視した臨場感のあるシステムであるこ

と｡

(2)経済的なVSATシステム(大形中心局と子局の組み

合わせ)を採用していること｡

(3)衛星と地上の回線をシステム制御装置(2050ワーク

ステーション)で巧みに組み合わせたノ､イブリッドシス

テムであること｡

(4)CATV宅内装買の採用で映像,音声の双方向通信が

容易で,かつ拡弓長性に富んだものとなっていること｡

(5)日立グループの最新のニューメディア機器を駆使し

たシステムであること｡

本システムは第一段階としてまず大森第二別館,関西,

中部各支店聞で稼動させた後,全国展開を行う計画であ

る｡顧客からも着目さ

れており,社内だけで

なく広く顧客

のニーズにこ

たえてい

く予定で

ある｡

社内遠隔

教育システム

園
Q書画

只

カバ凸

大魚地持局
(センタ即

Ⅷ舶i一考

間西唯一才㍍

いト局1

餌

～〇

■両

虚偽戟ち

コヒーレント光伝送用レーザダイオードモジュール"LC7374W”

光スペクトル線幅力も20m刀H≡以下瑛)DF監ほ巨て迅と柑

dB光アイソレータを,同山パ1ユノサー三-′二Jに内蔵日丁ハたコヒ:--一声_ジ≦･･

ント光伝送用LDモジュールを開発した..-】

コヒーレント光伝送方式は,光の波垂加生を利用した次

世代の光イ云送方式であり,受信感度の向上による伝送距

離の大幅な拡張が‾ロJ能である｡このコヒーレント光伝送

用光源には狭スペクトルで,かつ発振波長が安定なDFB-

LDが必要不可欠である｡しかし,DFB-LDにはその狭ス

ペクトル性のために,光ファイバ端面などからの反射光

の影響を受けやすく,その光スペクトル特性が大きく変

化するという問題があった｡新開発の本モジュールは外

径¢6mmX長さ12mmの外形寸法で,60dBアイソレー

ション(順･逆伝送量比)の光アイソレータを内戚させる

ことで,この反射光の影響を抑圧し,光スペクトルを安

定化させたものである｡

本モジュールの光スペクトル線幅は,20MHz以下と

DFB-LD自身の特性を損なうことなくモジュール化さ

れており,60dB光アイソレータによって反射光の影響

を受けない安定な光スペクトルが得られる｡

琴∋≠華

コヒーレント光伝送用DFB-LDモジュール``LC7374W”

2dB

l+人
14.7MHz

/d川. '＼丁
3.0 dB

CENTER 80MHz lOMHz/div.

測定条件

r上〃=258c

JF=lth十80mA

自己遅延ヘテロダイン法による光スぺクトル線幅測定結果
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ポータブルハイビジョンカメラ"SK-1500”

従来比(当社比)2倍高感度なポータブルハイビジョン

カメラを開発した｡合わせて,信号処理を大幅にディジタル

化した｡

このカメラは,新開発の1インチ全静電形高感度サチ

コン㊥とGaAsFET高SN比プリアンプによって,カメラ

感度を倍増させたものである｡レンズの焦点i采度が深い

状態で使用できるので,高精細に撮影することが容易に

なった｡また,カメラヘッド内の広帯域ビデオ回路のIC

化を進め,小形･軽量化することによって,屋外での利

用も容易になった｡カメラ制御器内では,ケーブル伝送

減衰の補正,色調の調整,輪郭補正などを行うが,これ

らは74.25Mサンプル/秒で動作するディジタル信号処

理回路としてLSI化し,安定･高忠実度の動作を実現した｡

次世代テレビジョ

ンの需要にこたえる

カメラであるととも

に,医療･教育･劇

場,その他産業分野･

公共分野でのニーズ

に対応するものであ

る｡

㌢

懐革

W【徴:1

｢加ン‾〔-､ヽ

.wノー

写ご√

'㌔
SK-1500カメラの外観

■■■■

■差分ダンプを実現した"DCDP2 E2”

磁気ディスクボリュームをバックアップ

するとき,前回の作業後データが更新され

たトラックだけをバックアップする差分ダ

ンプ機能を実現した｡大容量ディスクのバ

ックアップの際の作業時間を大幅に短縮す

るものである｡

■高度な機密保護を実現するTRUST E2

従来のシステム利用者名(ユーザーid)に

基づくセキュリティ機能だけでなく,作業

端末や実行業務を限定したセキュリティ管

理機能をサポートして,より高度なコンピ

ュータシステムのセキュリティ管理を可能

にした｡

■BH2820/BH28川通帳プリンタ

金融機関向けに開発した,水平インサー

タ形(上【F2段または1段)通帳プリンタで

ある｡′ト形,高速,低騒音などの特徴があ

り,通帳自動ページ替え,縦横バーコード

読み取り,各種磁気ストライプ読み取り,

書き込みなど各種機能の装備も可能である｡

■パソコンロガー

パーソナルコンピュータ(以下,パソコン

と略す｡)"B16/FX''と管理コントローラで

構成するロガーシステムである｡パソコン

流通ソフトによる容易な帳票作成とオンラ

イン管理コントローラ内バックアップファ

イルによる高信頼性を特長としている｡

■FA用パーソナルコンビューダ`B16FX一

Ⅱ”

FA用パーソナルコンピュータB16FXの

機能を受け継ぎ,処理速度の高速化と耐環

境性の強化を実現した｡Micro Net/ETな

どのLANシステムやマルチタスクOS

(MDOSV2.5)をサポートし,高度な処理が

可能である｡

■SL-Al形光加入者線多重伝送装置

電話加入者線の課題には,特定地J戎での

需要増に伴う線路数不足への対策などがあ

る｡本装置は,これらの課題を6Mビット/

秒または52Mビット/秒の光伝送路による

多重伝送で解決する方式であり,電話およ

びINSサービスを提供できる｡本装置は日

本電信電話株式会社で1989年4月から本格

導入された｡

■スリム架タイプ川OMビット/秒光PCM

伝送装置

スリム架タイプの100Mビット/秒光

PCM伝送装置を開発した｡伝送容量は電話

換算1,440チャネルで,40kmの無中継伝送

が可能である｡さらに,幅130mmX奥行き

225mmX高さ2,300mmのスリム架実装

によって装置設置スペースの節約を図るこ

とができる｡

■日本電信電話株式会社納め簡易動画監視

システム｢スコープポートD64+

ディジタル公衆網INSネットを使用した

簡易動画像による遠隔監視システムであ

る｡銀行の現金自助支払機コーナーなどへ

設置し,1秒間に1～3駒(こま)の白黒簡

易動画像および6秒間に1酌の静止画の伝

送が可能である｡

■テレビ会議システム`lHiTFACE64”

画像符号化方式は,CCITT(国際電信電

話諮問委員合)の標準化動向に準拠し,画像･

音声･データを64kビット/秒･2チャネル

で伝送する｡テレビ合議に必要なカメラ,

モニタ,マイクロホンなどは,合議人数に

従って3種類にパッケージ化した｡

{OCR機能付きファクシミリメールシス

テム

使用Lたいサービスの種類と,ファクシ

ミリのあて先をOCRシートで指定できる

機能を開発した｡これによってファクシミ

リメールシステムの操作は通常のファクシ

ミリの操作とまったく同じとなり,いっそ

う使いやすいものとなった｡

■放送用CCDカラーカメラ｢Fシリーズ+

垂直スミア,固定パターンノイズを大幅

に改善した40カ画素FIT-CCDを採用し,高

性能でシステム拡張性に優れたENG/EFP

用SK-Fl/F3,スタジオ/フィールド用

SK-F700/F710の2種類を製品化した｡
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民生機器

大画面用高精細ディスプレイ"C250-8510R”

250一すンチの大形スクリーンを2面並べたマルチ画面で

大画面を構成し,300人程度の人数で鑑昌できる大画面用

背面投写形高精細ディスプレイを開発した｡

明るい室内でも高コントラストが得られると好評の背

面投写形ディスプレイは,大画面化に伴って今までの会

議用や教育用から電力会社,ガス会社で使われる大形の

制御監視パネルヘと市場が拡大してきている｡また,こ

こ数年CAD/CAM用ディスプレイ市場も急成長してき

ており,高精細化とともに図面の原寸大表示装置への要

望の強い建設会社,自動車会社などへと需要が広がって

きている｡

日立製作所ではこれらのニーズに対応するため,背面

投写形ディスプレイの大形化と高精細化を進めており,

1,280×1,024ドット表示が可能なCAD/CAM用58形,70

形,110形背面投写形ディスプレイに続き,さらに大形の

高精細250形×2面ディスプレイを新しく開発した｡

このディスプレイは高輝度･高解像度投写管を24本使用

した12管投写方式×2面のシステムで,各投写管からの映像

を精密に重ねる高安定ひずみ補正回路,15～70kHzまで

連続追従可能な水平偏向回路,帯域幅70MHz,最大振

幅110V｡｡の広帯域大振幅ビデオ出力回路などの開発に

よって,ハイビジョン映像からCAD/CAM用コンピュー

タ画面まで幅広く対応可能な大画面表示が得られる｡

このディスプレイは投写管とレンズを冷媒で結合した

高効率光学系と,ブラックストライプ付きリアスクリー

ンとにより,140:1の高コントラストを実現した｡

利用形態に合わせて,大形スクリーンをいくつもつな

ぎ合わせてN面のマルチ画面とすることも可能である｡

"c250-8510R''×2面(横浜博覧会でのハイビジョン映像)

クリアビジョン対応ホームシアター"C50-EDl”

クリアビジョン放送に対応した大画面で高画質なプロジ

工クションテレビジョンに,迫力のある本格サラウンドと大

音声出力を内蔵した本格的なホームシアターを開発した｡

カラーテレビジョン市場は,大形化とともに市場全体

が活性化し,40形以上の本命とされるプロジェクション

テレビジョンの分野では,日立製作所が開発したネオビ

ジョンが明るさ,画質,セットのコンパクト性によって

好評を得ている｡

一方で,クリアビジョン放送も開始され,ディジタル

画像処理技術を用いたクリアビジョン対応テレビジョン

が各社で開発されている｡大画面を特長とするプロジェ

クションテレビジョンの場合は,より精細度の高い高画

質画像と,迫力のある音声が求められるようになる｡

そこで,クリアビジョン対応の高画質化プロジェクシ

ョンテレビジョンに,迫力と臨場感のあるサウンドシス

テムを内蔵し,本格的なホームシアターへの要望にこた

えたのがC50-EDlである｡

本機種は次のような特長を備えている｡

(1)ネオビジョンで実証された光学系の技術で,明るい

画面(1,200cd/m2)とハイフォーカス,ハイコントラス

卜を実現した｡

(2)倍速ディジタルコンパーゼンスで,画面のすみずみ

まで色ずれを半減した｡

(3)三次元ディジタル画像処理で,走査線のちらつきを

抑えるとともに,輝度信号と色信号を完全に分離した｡

(4)日立製作所独自の動き適応処理で,動きのある画面

も自然で違和感がない｡

(5)ドルビープロロジックサラウンドと,スーパーウー

ハー,音声総合出力140Wで迫力と臨場感のある音場を

再現した｡

クー+アピジョン対応ネオビジョン"C50-EDl''
(画面写実はハメコミ合成です｡)

91



マルチ方式5形液晶カラーテレビジョン一体形VTR

NTSC,PAL,S巨にA卜抑カとの､き与式のと■テオソ‾ニ7｢

でも,大形(5形)液晶ティスプレイで鮮明な画像か手軽に

楽しめるLAPT〔〕P-.県Vを開発したゝ三,

VTRの普及率が70%を超え,製品に対する要求も多様

化してきている｡いつでも,どこでも,手軽にビデオソ

フトの再生が楽しめる液晶付きVTRへの要求が強い｡ま

た,国際化とともにNTSC,PAL,SECAMなど各国の

異なったテレビジョン方式によるVHSソフトテープも

容易に入手できる時代になった｡そこで今回,日立製作

所の独自技術で1台で世界中のどのビデオソフトでも再

生できるマルチ方式対応液晶一体形VTRを開発した｡

(1)豊富なビデオソフトに対応できるVHSフルカセッ

トタイプで,かつ本格的な再生画像が楽しめる世界最大

級の大形(5形)･高画質液晶カラーテレビジョンを備え

た｡

(2)走査線数の多いPAL方式,SECAM方式の信号受信

時には,自動的に走査線6本ごとに1本の走査線情報を

ブランキングする技術を確立することによって,フィー

ルド周波数,走査線数などの信号規格の異なるNTSC,

PAL,SECAMのいずれのテレビジョン方式の画像も

1枚の液晶パネル上に正しく表示できるようにした｡

(3)全欧州対応のチューナーとビデオ入力端子を備え,

すべてのテレビジョン方式信号に対して記録･寸年生が可

能である｡

(4)薄形メカの採用と斬(ざん)新なデザインにより,ひ

ざの上で見られるLAPTOP-AVである｡

題

マルチ方式5形液晶カラーテレビジョン一体形VTR
(画面写真はハメコミ合成です｡)

S-VHS HiFiCムービー"VM-S83”

本機は高音質VHSステレオHiFiを搭載し,プロ並みの

映像作りか可能なプロフエツショナルAEの機能を備えた

高機能ムービーである｡

一体形カメラ(ムービー)の市場は,普及率が10%を超

え,今後本格的な普及期に入ると予想される｡ムービー

需要の中で顧客のニーズも多様化が進んでおり,

(1)小形･軽量化,(2)高音質･高画質･多機能化などの要

求がある｡

本機は高音質･高画質･多機能化を追求したモデルで,

一般ユーザーはもちろん,マニアの要求にも十分こたえ

ることができるムービーである｡

本機には次のような特徴がある｡

(1)高音質VHSステレオHiFi搭載

(2)好みの映像作りができるプロフェッショナルAEを

採用

3

4

5

6

7

8

アモルファスヘッド搭載高画質S一VHS

高感度,高解像度÷インチCCDセンサ採用
至近距離でピントが合うスーパーズームアップ機能

4ページ マルチタイトル プロセッサ内蔵

き夜晶ディスプレイ付き

ナレーションマイクロホン付き

S-VHS HiFiCムービー"〉M-S83”
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業務用S-VHS VTR"VL-S川0”

S-VHS方式の高画質業務用ポータブルVTRを開発

した｡カメラ録(ど)り,ソフト編集,プレゼンテーションなど

に応用できる｡

家庭用VTRやパーソナルコンピュータの普及ととも

に,学校や一般企業などでⅠ背報の映像化が進んでいる｡

特にS-VHSVTRは,向質の良さや家庭川Ⅴ′rRとのつな

がりから,これらの用途に適している｡VL-SlOOは,H

‾i7二製作所が拡大する業務用VTR市場に取り組んでいく

最初の製品として,D2ディジタルVTR,VL-D50()と同

時に開発したものである｡

VL-SlOOは,タイムベースコレクタやクロマノイズリ

デューサなどの最新のディジタル映像技術を駆使すると

ともに,プリアンプをシリンダに内蔵することによって

映像の低ノイズ化を徹底的に追求し,S-VHSの高画質に

いっそう磨きをかけている｡さらに,ポータブルVTRと

しての基本機能に加え,録画同時モニタ機能を持ち,編

集コントローラ(VL-EClO)を同時開発することによっ

て,使い勝子の良いシステムに仕上げている｡

また,応用面としては高画質業務用カメラ〔FP-Cl(Rl),

CK-1Bなど:口立電子株式会社製〕と組み合わせた録痢

システム,簡易編集システム,高精細化装置(HDU-100)

およびリアプロジェクションディスプレイ(C58-1500R

など)と組み合わせたプレゼンテーションシステムなど,

比較的小さな投資で,有川なシステムヘの展開が吋能で

ある｡

業務用S-VHS VTR"VL-S100”

滞背背湘

■パソコン対応ビデオプリンダ`vY-200”

水平走査周波数15kHzから32kIIzの各

種パーソナルコンピュータに自動的に追従

するオートスキャン機能のほか,ディジタ

ル人｢r‾■l力のパラレルインタフェースおよび

RS-232Cを内蔵したビデオプリンタであ

る｡慧冨なマルチ両面機能も備えている｡

VY-200

■GaAsIC採用の広帯域BSフロントエンド

2種頬のGaAs高榔皮リニアICを‾lり1界で

初めて探榊したBSフロントエンドを開発

した｡放送衛星と通信衛崖の両‾〟の信号が

受信可能な広帯域化と,し】主l内ハイビジョン

放送にも対応した高機能,計l･′ヒ能化を芙ぢユ

している｡

i主項′1
●

○

紬

◎

手車∩-●蒜.由一転落表
司

..仙棚ノ†

翻■

BSフロントエンド

■学習制御によるVTR電動機の回転むら

抑制技術

電動機やギヤにトルクの変動があると,

lてラi品位の音やl叶像が得られなくなる｡そこ
で,電動機に起岡して周期｢lくJに発′lミする州

転むらを学習Lて,`石釧機のトルク変則を

補正する新川転むら抑制技術を閑雅した｡
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